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   午前10時開会 

○烏野隆生議長 

 ただいまから令和７年第２回岸和田市議

会定例会を開会します。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 まず、議員出席状況を事務局長から報告

させます。 

○髙井哲也事務局長 

 本日の議員出席状況を御報告申し上げま

す。 

 ただいまの出席議員は23名です。なお、

欠席届のありました議員は１名です。 

 以上、報告を終わります。 

○烏野隆生議長 

 次に、本日の会議録署名者を会議規則第

81条の規定により、私から18番 原議員、

19番岩﨑議員を指名します。 

○烏野隆生議長 

 次に、諸般の報告に入ります。 

 まず、岸監第19号令和７年４月分例月出

納検査結果報告（一般会計及び特別会計

分）、岸監第20号令和７年３月分例月出納

検査結果報告（公営企業会計分）、岸監第

21号令和７年４月分例月出納検査結果報告

（公営企業会計分）、以上の３件につきま

しては、さきに議員各位へ御送付のとおり

です。 

 本各報告について、質疑ありませんか。 

   〔「なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 質疑なしと認めます。よって、本各報告

を終わります。 

 次に、報告第３号専決処分の報告を求め

ます。市長。 

   （佐野英利市長登壇） 

○佐野英利市長 

 上程いたされました報告第３号の専決処

分について御報告申し上げます。 

 専決処分第５号の損害賠償の額を定め和

解するについては、去る２月27日、子ども

家庭課職員が別所町３丁目の交差点におい

て公用車で進入したところ、右方向から交

差点に進入してきた相手方自転車と接触し、

負傷させる事故が生じたものであります。

その後、示談交渉を進めてまいりましたと

ころ、治療費などとして損害賠償の額を６

万3739円と定め、和解いたしたものであり

ます。 

 本件につきましては、地方自治法第180条

第１項並びに市長の専決処分事項に関する

条例第２号及び第３号の規定により、専決

処分の方途を講じましたので、同法第180条

第２項の規定により議会に御報告申し上げ

る次第であります。何とぞよろしくお願い

申し上げます。 

○烏野隆生議長 

 ただいまの報告について、質疑ありませ

んか。 

   〔「なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 質疑なしと認めます。よって、本報告を

終わります。 

 次に、報告第４号から報告第８号までの

５件の繰越計算書の各報告を一括して求め

ます。市長。 

   （佐野英利市長登壇） 

○佐野英利市長 

 先ほどの報告の中で、最後のほうですが、

相手方自動車と接触しと申し上げましたけ

れども、訂正で、自転車に変更をお願いい

たします。〔訂正済〕 

 上程いたされました報告第４号から報告

第８号までの５件について、一括して御報

告申し上げます。 

 報告第４号の令和６年度岸和田市継続費

繰越計算書の報告については、事業を年次

的に施行するため、継続費の議決を賜って

おりますが、令和６年度で執行の終わらな
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かった一般会計の市立認定こども園整備事

業（市立旭・太田こども園）1893万余円、

市立認定こども園整備事業（市立春木・大

芝こども園）9623万円、斎場整備事業２億

3880万余円、小学校大規模改造事業4574万

円及び中学校整備事業１億6000万円につい

て、翌年度へ逓次繰越しいたしましたので、

地方自治法施行令第145条第１項の規定によ

り、議会に御報告申し上げる次第でありま

す。 

 報告第５号の令和６年度岸和田市繰越明

許費繰越計算書の報告については、既に繰

越明許費の議決を賜っておりますが、この

たび庁舎等管理事業2717万円から中学校大

規模改造事業2943万余円までの合計５億

5961万余円を繰越しいたしましたので、地

方自治法施行令第146条第２項の規定により、

議会に御報告申し上げる次第であります。 

 報告第６号の令和６年度岸和田市事故繰

越し繰越計算書の報告については、一般会

計の公共施設管理事業で照明器具の選定等

の設計協力を求めていた製造業者が、建設

業法に基づく行政処分を受けたことにより

期間内に設計が完了しなかったため、委託

料として1161万余円を事故繰越しいたしま

したので、地方自治法施行令第150条第３項

の規定により、議会に御報告申し上げる次

第であります。 

 報告第７号の令和６年度岸和田市下水道

事業会計継続費繰越計算書の報告について

は、令和６年度で執行の終わらなかった下

野町下水ポンプ場受変電設備更新事業１億

4200万円の継続費に係る建設改良費を翌年

度に繰越しいたしましたので、地方公営企

業法施行令第18条の２第１項の規定により、

議会に御報告申し上げる次第であります。 

 報告第８号の令和６年度岸和田市下水道

事業会計予算繰越計算書の報告については、

田治米町他管渠布設事業8057万余円及び下

水汚泥処理施設建設委託事業38万余円の建

設改良費を繰越しいたしましたので、地方

公営企業法第26条第３項の規定により、議

会に御報告申し上げる次第であります。 

 以上５件につきまして一括して御報告申

し上げましたが、何とぞよろしくお願い申

し上げます。 

○烏野隆生議長 

 ただいまの各報告について、質疑はあり

ませんか。 

   〔「なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 質疑なしと認めます。よって、本各報告

を終わります。 

 次に、報告第９号一般財団法人岸和田市

公園緑化協会の経営状況の報告を求めます。

市長。 

   （佐野英利市長登壇） 

○佐野英利市長 

 上程いたされました報告第９号の一般財

団法人岸和田市公園緑化協会の経営状況の

報告については、令和６年度の事業報告及

び収支の報告並びに令和７年度事業計画及

び予算の報告であります。内容を種々検討

いたしました結果、いずれも適正なものと

認められましたので、地方自治法第243条の

３第２項の規定により、議会に御報告申し

上げる次第であります。何とぞよろしくお

願い申し上げます。 

○烏野隆生議長 

 ただいまの報告について、質疑ありませ

んか。 

   〔「なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 質疑なしと認めます。よって、本報告を

終わります。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

○烏野隆生議長 

 これより日程に入ります。 
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 日程第１、会期決定についてを議題とし

ます。 

 お諮りします。今期定例会の会期は、本

日から７月４日までの12日間としたいと思

います。これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 御異議なしと認めます。よって、今期定

例会の会期は12日間と決定しました。 

○烏野隆生議長 

 次に、日程第２、議案第40号から日程第

16、議案第54号までの15件を一括上程しま

す。 

 本各件について、提案理由の説明を求め

ます。市長。 

   （佐野英利市長登壇） 

○佐野英利市長 

 令和７年第２回定例市議会の開会に当た

り、補正予算案及び関連諸議案を提出し、

令和７年度の市政運営に臨む私の基本的な

考え方を申し上げ、議員各位をはじめ、広

く市民の皆様の御理解と御協力を賜りたい

と存じます。 

 令和４年11月に市制施行100周年を迎えた

本市は、城下町を基礎に工業都市として発

展してきた歴史と伝統のあるまちです。私

は令和７年４月６日の市長選挙におきまし

て、多くの市民の皆様の御信任を賜り、そ

の歴史と伝統のある岸和田市政を担う機会

を頂きました。市長に就任してから約２か

月半がたち、市政のかじ取りを担うことへ

の期待とその責任の重さを実感していると

ころです。 

 市長就任に当たって、さきの第２回臨時

市議会で、市民との対話と共創、子育て、

教育の充実、スポーツによる地域の活性化

などの所信を申し上げました。そのことを

着実に実現していく第一歩として、令和７

年度における市政運営は大変重要なものと

考えています。 

 私が市政を担おうと思うきっかけとなっ

たのは、かつて泉州の中心として地域を引

っ張ってきた活気あふれた岸和田市が、次

第に元気をなくし、昨年末からは市政が混

沌とする中、市政に対する市民からの信頼

が揺らいでいる状況に強い危機感を持った

ことでした。市民の皆様が安心して暮らす

ことができるまちづくりを行うためにも、

市政の正常化と信頼回復が急務だと考えて

います。 

 そこで、本議会において、岸和田市長の

政治倫理に関する条例を提出させていただ

いたことで、まずは私自身が率先して市民

全体の奉仕者として政治倫理のより一層の

向上に努めるとともに、市民に信頼される

市政を進めてまいります。既に議員の皆様

には岸和田市議会議員政治倫理条例がござ

います。私も議員の皆様と同じく自らを律

し、市民のために全身全霊で市長の職務を

全うしてまいります。 

 また、市民からの信頼回復のためには、

行政の透明性を高めることが重要だと考え

ます。そこで、地域住民と行政が直接対話

することで、地域課題を共有し、住民の意

見を反映したまちづくりを推進するため、

各小学校区でタウンミーティングを開催し

てまいります。市民の声に真摯に耳を傾け、

市民が直面している課題に素早く取り組む

ことで、市民の皆様に寄り添った市政運営、

市民との対話と共創を実現してまいりたい

と考えています。 

 今、時代は大きな転換期に差しかかって

います。総人口の減少に加え、社会の支え

手となる生産年齢人口の減少と高齢者の増

加が一体的に進む厳しい時代を迎えていま

す。このことは決して人ごとではなく、国

勢調査の結果によると、本市においても平

成17年の20万1000人をピークに人口減少が
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続いており、平成14年以降は転出数が転入

数を上回る社会減も続いています。特に30

歳前後の子育て世代の転出傾向が顕著とな

っており、本市にとって大きな課題である

と認識しています。 

 そのため、子育て支援、教育の充実が特

に重要であると考えています。子供たちが

健やかに成長できる安心で安全な環境を整

えることは、未来の市民のためであり、本

市の未来を切り開くことにもつながります。

保育、教育、医療などの各分野で、安心し

て子供を産み育てられるまち、子供が安

心・安全に成長できる環境づくりに注力し、

若い世代から選んでもらえる岸和田市を目

指してまいります。 

 また、本市を日本一のスポーツのまち岸

和田として発展させることで、地域の活性

化に取り組んでまいります。運動、スポー

ツは、市民が健康で豊かな人生を送るため

に欠かせないものの１つです。幼少期から

の運動習慣の定着は、健康増進や体力向上

のほか、生活習慣病の予防や健康寿命の延

伸にもつながります。子供から大人まで全

世代の市民の健康づくりとしてのスポーツ

振興をはじめ、スポーツに親しめる環境を

整えるとともに、パラスポーツなど誰もが

安心してスポーツを楽しむことができるよ

う、人材確保にも努めてまいります。 

 さらに、スポーツを始めるきっかけとな

る大規模スポーツイベントなどの開催、誘

致に加え、市民とトップアスリートが触れ

合う場をより一層提供できるよう努めると

ともに、スポーツを通じて本市の魅力を国

内外に発信してまいります。このほか、ス

ポーツ団体や民間事業者、大学などとも連

携し、スポーツ活動の推進に取り組むとと

もに、施設整備も進めることで、交流人口

の拡大と地域の一体感を育むまちづくりを

推進してまいります。 

 未来の市民も安心して暮らし続けていく

ことができるまちであるためには、今後の

社会経済環境の変化にも適応することがで

きる、新しい時代の岸和田市政への変革を

成し遂げる必要があります。本市はこれま

で繰り返し財政危機に陥っては、その都度、

市民の皆様とともに行財政改革の取組でそ

れを乗り越えてきました。しかし、財政構

造が脆弱であるという課題は克服されてい

ません。 

 今後、再び財政危機を招くことのないよ

う、また、大規模な災害や経済情勢の急激

な変動に見舞われても市民の暮らしをしっ

かりと支え続けていけるよう、さらに岸和

田市の輝かしい未来に向けた投資が可能と

なるよう、引き続き安定した行財政基盤の

構築に向けて取り組むことが必要だと考え

ています。このような認識の下、私は先頭

に立って行財政の構造改革に取り組んでま

いります。 

 この改革を進めるに当たり、私は何より

も、市民全体の立場に立って、市民と同じ

目線で考えることが大切であると考えてい

ます。ここで言う市民には、大人だけでは

なく、子供、そして、これから生まれ、こ

のまちで暮らしていく市民も含まれます。

現代に生きる私たちが未来の市民に対して

しっかりとその責任を果たすため、そして、

将来、この一歩が、後の岸和田市政の発展

と成長に大いにつながったと言っていただ

けるように、未来志向の行財政改革に全力

で取り組んでまいります。 

 なお、市民の暮らしと命を守り、持続可

能な地域医療提供体制を確保していくため、

市立岸和田市民病院では、経営強化プラン

を着実に実行していくとともに、引き続き

急性期医療、がん治療、救急医療の推進を

病院目標に掲げ、公立病院としての市民病

院の役割を果たしてまいります。経営形態
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の見直しについては、同プランの検討結果

とこれまでの経過やこれからの日本の医療

の在り方を踏まえつつ、慎重に判断してま

いります。 

 続いて、私が本市の地域経済の活性化に

資するために重要だと考える取組について

２点申し上げます。 

 まず１点目として、国民の水環境保全に

関する認識を深め、豊かな海を次世代に引

き継いでいくため、令和８年11月14日、15

日に開催される第45回全国豊かな海づくり

大会「魚庭（なにわ）の海おおさか大会」

については、本市の南海浪切ホールで式典

行事が行われることが決定いたしました。

大会の成功に向け、大阪府をはじめ府内市

町村や関係団体などとともに機運醸成を図

る取組を進めてまいります。 

 ２点目としては、地域活性化を支える広

域的な交通の軸を形成するため、昨年度か

ら測量などを実施している泉州山手線の整

備促進に向け、引き続き大阪府と連携、協

力していくとともに、今年度も地元関係者

の皆様と広域交流拠点である山直東地区の

まちづくりを積極的に推進してまいります。 

 ここからは、今年度の取組について、私

が選挙時にお示ししました、岸和田をよく

するための４本柱と岸和田の未来投資戦略

に基づき、本定例会に補正予算案、いわゆ

る肉づけ予算案として提出いたしました主

なものについて御説明いたします。 

 まず、岸和田をよくするための４本柱の

１つ目、市政の正常化と信頼回復について

です。 

 日常の生活において住民相互の連絡など

の地域的な共同活動を行い、地域社会にお

いて重要な役割を担っている町会・自治会、

市民協議会などは、岸和田が誇る地域コミ

ュニティーを支える柱です。市民や事業者

が活発に交流し、様々な活動に取り組める

よう、地域コミュニティーの基礎である町

会・自治会の活動を支援してまいります。

また今年度の新たな取組として、持続可能

な町会・自治会の組織体制や活動内容につ

いて、町会・自治会や外部有識者と共に検

討を行ってまいります。 

 次に、岸和田をよくするための４本柱の

２つ目、教育福祉の充実については、子育

て家庭の経済的な負担軽減などを積極的に

行い、子育て世代の定住促進を図るため、

２学期以降の学校給食費を無償化いたしま

す。令和８年度以降につきましては、国の

動向を注視しつつ、無償化の検討を進めて

まいります。 

 また、教育・保育施設運営支援として、

食料品価格の高騰を保護者負担へ転嫁せず、

影響を受ける民間保育施設を支援するため、

補助金を支給してまいります。 

 次に、昨年４月から設置した、こども家

庭すこやかセンターにおいて、母子保健業

務と児童福祉業務の連携をより強化し、妊

娠期から出産・子育て期まで継続して伴走

型の相談支援を行うことで、妊産婦や子育

て家庭の孤立感や不安感を軽減するととも

に、健康診査などの機会に子育てに困難を

抱える家庭を把握し、福祉面からの支援や

児童虐待の未然防止、早期発見、早期対応

に取り組んでいます。そして、さらに支援

の充実を図るため、家事、子育てなどに不

安や負担を抱える家庭などを対象に、訪問

での家事支援や育児・養育支援を行う子育

て世帯訪問支援事業を実施してまいります。 

 保育の質の確保、向上が求められている

中、保育士の確保が課題となっています。

そのため、新たに民間保育施設で勤務され

た方に、岸和田市保育士就職サポート給付

金・就職祝い金を給付いたします。 

 また、子供の保育・教育環境の向上のた

め、岸和田市立幼稚園及び保育所再編方針
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に基づく個別計画を推進し、市民の皆様の

不安を解消しながら、よりよい教育・保育

環境の充実に取り組んでまいります。 

 今年４月に、市立では初めてとなる幼保

連携型認定こども園、市立旭・太田こども

園を開園いたしました。今年度は引き続き、

令和８年の開設を予定する（仮称）市立春

木・大芝認定こども園の工事に着手すると

ともに、令和９年の開設を目指す（仮称）

市立桜台・光明認定こども園の整備に向け

た取組を進めます。また、市立大宮保育

所・大宮幼稚園の再編に向けた取組も進め

てまいります。 

 さらに、市立幼稚園の小規模化が想定以

上に進んでいることから、一定の集団規模

の下で教育の実が上げられるよう、幼稚園

単独での閉園基準などの検討を進めてまい

ります。 

 この間も児童生徒数の減少が進んでおり、

学校の小規模化による教育課題がますます

大きくなっています。今後、とりわけ子育

て世代を中心に、市民の皆様とこの問題を

共有し、話合いを進めることで、良好な教

育の提供のために必要な再編が進められる

よう、現在の岸和田市立小・中学校適正規

模及び適正配置実施計画（第１期）（案）

の取扱いも含めて、主管する教育委員会と

共に検討を進めてまいります。 

 日本一のスポーツのまち岸和田の実現に

向け、スポーツ施設の整備とスポーツ振興

を進めていくため、ほかの運動広場に比べ

て利用者が多い牛ノ口公園運動広場につい

て、グラウンドの排水改善や整地、トイレ

の改修など、利用者の安心・安全、快適を

確保するためのリニューアル改修に着手し

てまいります。 

 子育て世代の定住促進と子育てしやすい

まちを目指す取組として、本市の地域資源

や魅力をより積極的に市内外に発信し、イ

メージ向上に取り組むため、市民の皆様や

岸和田のファンの方々と一緒に、改めて本

市の特性について考えるミーティングを開

催し、どのような暮らしができるまちなの

かを明確にするとともに、どのような人が

その暮らしに共感するのかを調査すること

で、市外在住者を対象としたシティセール

スのターゲットを明確にしてまいります。 

 次に、岸和田をよくするための４本柱の

３つ目、地域経済の活性化と雇用創出につ

いては、丘陵部のゆめみヶ丘岸和田におい

て、企業誘致や住宅地供給に加え、商業施

設とも連携し、引き続きにぎわいのあるま

ちづくりの実現に向け取り組むとともに、

今年秋頃の基盤整備完了を目指してまいり

ます。また自然エリアについては、民間企

業やまちづくり協議会とも連携しながら、

地域課題である竹資源の循環などを促すた

めの拠点整備を進めてまいります。 

 市内産業振興のための新たな取組として、

これまでの産業集積促進地域における工場、

倉庫などの新規立地に対する助成に加えて、

市街地におけるオフィスや営業所の新規立

地に対しても助成することで、様々な業種

の企業誘致と新規雇用の創出、特に若者が

市内で働く場の確保を図ってまいります。 

 また、地域資源の価値や魅力を生かした

水産業の振興、魚食教育の推進、地域活性

化の拠点形成などを図ることを目的に締結

した岸和田市水産業戦略に関する連携協定

に基づき、ＩｏＴやＡＩを活用した漁場予

測システムの導入などに一体的に取り組む

デジタル水産業戦略拠点整備推進事業を関

係団体と共に取り組むとともに、阪南１区

北東部の下水道整備に着手してまいります。 

 さらに、農業者の減少、高齢化による遊

休農地の増加に歯止めをかけ、農業の持つ

多面的機能を保全するため、集落の人たち

が力を合わせて一緒に営農を行うために必
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要な農機、施設などの整備支援を行ってま

いります。 

 国が目指す観光立国の実現には、地方へ

の誘客が重要です。そのため、食を中心と

した観光コンテンツの開発として、地域に

根差した食材を活用した岸和田グルメをテ

ーマにコンテストを実施し、地域の皆様と

共に岸和田市の食をＰＲし、協働で本市の

観光まちづくりを目指す取組の１つとして

まいります。 

 次に、岸和田をよくするための４本柱の

４つ目、防災・安全なまちづくりです。 

 田治米畑町線は、磯之上山直線を起点と

し、貝塚半田流木線に至る市内における南

北軸の重要な路線であり、本事業区間は、

そのうち府道春木岸和田線から星和上松台

までとなり、市内の東西軸である岸和田中

央線と岸和田港福田線を接続しています。

岸和田市地域防災計画において地域緊急交

通路に指定されており、防災上も重要な路

線であることから、当該区間の整備を行う

ことで災害時における輸送路の確保を図っ

てまいります。 

 また、本路線は岸和田市交通まちづくり

アクションプラン（総合交通戦略編）にお

いて、市内幹線道路の整備推進路線に位置

づけられています。交通処理機能を強化し、

通学路の交通安全を確保するとともに、泉

州山手線完成後に予想される周辺道路にお

ける交通渋滞の解消を図ってまいります。 

 また、緊急地震速報など、国からの情報

について、防災行政無線などを用いて瞬時

に伝達する全国瞬時警報システム、Ｊアラ

ートの受信機を更新してまいります。 

 続いて、岸和田の未来投資戦略について

です。 

 市役所新庁舎の建設については、老朽化

が著しく、耐震性に問題のある現庁舎の早

期建て替えは喫緊の課題です。福祉総合セ

ンター横敷地における新庁舎の建設を進め

てまいります。 

 岸和田駅、東岸和田駅などの民間活力に

よる駅周辺再開発として、岸和田市の将来

を支える広域連携型都市構造の実現に向け、

泉州山手線の整備に合わせ、将来の南海泉

北線の延伸を見据えつつ、ＬＲＴ、ＢＲＴ、

自動運転などの可能性も含め、早期に実施

可能な交通手段の導入に向け検討してまい

ります。また、市内の東西交通の円滑化と

市街地の一体化を図るため、南海本線春木

駅・和泉大宮駅付近を対象とした連続立体

交差事業の検討にも取り組んでまいります。 

 誰もが人権を尊重されて取り残されない

岸和田として、地域経済や教育、福祉など

の市民生活を支える路線バスを今後も維持、

確保しつつ、さらなる利便性向上、利用促

進を図るため、泉州山手線の延伸に伴う路

線バスの再編や、今年秋に予定しているロ

ーズバスのルート変更などに取り組んでま

いります。 

 また、交通弱者の方々を中心に多様な世

代の移動ニーズを踏まえた利用しやすい地

域交通の実現に向け、特に公共交通の利用

が困難な地域である春木・大芝地区や黄金

塚地区における取組を踏まえ、地域の皆様

と共に地域主体による交通手段の確保など

への対応を進めてまいります。 

 誰もが安心して利用できる公園のバリア

フリー化について、都市公園特定事業とし

て位置づけられている中央公園などの園路

やトイレなどの改修工事を進めてまいりま

す。 

 がん患者の治療と就労や社会参加の両立、

療養生活の質の向上のため、治療の副作用

による脱毛や乳房切除などの外見上の変化

を補正する医療用ウイッグなどの購入費用

の一部を助成してまいります。 

 最後に、環境対策や業務の効率化などに
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ついてです。 

 地球温暖化対策として、照明のＬＥＤ化

については、省エネによる二酸化炭素排出

量の削減はもちろんのこと、電力調達コス

トの低減及び器具の長寿命化による更新コ

ストの抑制を図ることができます。そのた

め、総合体育館をはじめとする市有施設な

どについて照明のＬＥＤ化を進めてまいり

ます。 

 情報技術などを活用して、本市の課題解

決や利便性向上を目指すスマートシティの

取組では、大阪総合行政ポータル、ｍｙ 

ｄｏｏｒ ＯＳＡＫＡを活用し、市民一人

一人のニーズに合わせた情報提供を実現し、

市民生活の質の向上につなげてまいります。 

 現庁舎においては、老朽化しているとは

いえ、建て替えまでにはまだ時間を要する

こともあり、来庁者の利便性向上、快適な

利用を図るため、トイレの洋式化や温水洗

浄便座を新たに設置するなど、庁舎内設備

についても必要な整備を行ってまいります。 

 令和７年度の主な取組についての説明は

以上となります。 

 今回提出いたしました補正予算案につい

て、一般会計の補正額は21億452万3000円で、

補正後の額は947億5222万円、介護保険事業

特別会計の補正額は878万4000円で、補正後

の額は200億9988万3000円、下水道事業会計

の資本的収入の補正額は6046万7000円で、

補正後の額は41億546万9000円、資本的支出

の補正額は6050万円で、補正後の額は64億

7579万5000円となります。 

 以上、令和７年度の私の市政運営の基本

方針と補正予算案及び関連諸議案の概要に

ついて御説明申し上げました。 

 これらの政策を実行していくことは、私

１人では当然できるものではございません。

市民の皆様との共創、議会との真摯な議論、

そして、職員と一丸となり岸和田をよくす

るためにという目的のために、柔軟な発想

と創造性を生かし、知恵を絞って取り組む

ことで実現可能となります。そのために、

私は誠心誠意、市政運営に臨んでまいりま

す。 

 何とぞ、市民の皆様や市議会の皆様の一

層の温かい御理解と御協力を賜りますよう

心からお願い申し上げます。 

○烏野隆生議長 

 ただいまの提案理由の説明に対して、会

派代表者による総括質問に入ります。 

 通告がありますので、順次発言を許しま

す。 

 まず、𡧃野議員。 

   （12番 𡧃野真悟議員登壇） 

○12番 𡧃野真悟議員 

 議長より発言のお許しを頂きましたので、

無所属フォーラム会派を代表して総括質問

に参加させていただきます。理事者の皆様

には、市民の皆様に分かりやすい的確なる

御答弁をお願いいたします。また、議員の

皆様におかれましては、いましばらく御清

聴いただきますようよろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、先ほど行われました市長の施

政方針説明に対して、通告のとおり、物価

高対策、公共施設の再編、新庁舎建設、地

域交通についての４項目を質問させていた

だきます。 

 まず、物価高対策についてお伺いいたし

ます。 

 連日、米の価格高騰が話題となっており

ますが、物価高騰は米に限ったことではあ

りません。コロナから始まり、ウクライナ

での戦争、中東の不安定化、そして米国の

関税政策など、世界経済全体が不安定とな

っている今、資源を持たず、輸出入に経済

を大きく依存する我が国では、様々な物価

の高騰が続いております。昨日の米国によ



- 9 - 

る攻撃を受け、イランはホルムズ海峡の封

鎖を示唆しており、物価高はより長期化の

傾向を見せています。 

 政府も様々な対策を打ち出しております

が、本市が行う物価高対策は、ＮＰＯ法人

への物価高騰対策支援、民間教育・保育施

設への物価高騰対策支援、学校給食費の無

償化、農業用原材料費等高騰対策支援、漁

業用燃油価格高騰対策支援、市内バス無料

デー開催の６事業であり、これらは主に物

価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を

活用すると聞いております。 

 このうち、漁業用燃油価格高騰対策支援

以外は過去に実施した実績がありますが、

その際の効果と課題についてお答えくださ

い。 

 続いて、通告２番、公共施設の再編につ

いてお伺いします。 

 まず、市立幼稚園・保育所の再編につい

てお伺いいたします。 

 今回、岸和田市立幼稚園閉園基準等検討

審議会を設置するということですが、本市

では既に閉園または閉園が予定されている

幼稚園があります。これら過去閉園となっ

た幼稚園の閉園基準と、なぜ今になって審

議会を設置するのかお答えください。 

 次に、小学校、中学校の再編についてお

伺いします。 

 児童生徒数の減少が進み、学校の小規模

化が教育課題となっており、良好な教育の

提供のために必要な再編を進めるという考

えとのことですが、岸和田市立小・中学校

適正規模及び適正配置実施計画（第１期）

（案）の今後の取扱いと今後の取組、前市

長提案の山手に新たな小中一貫校を新設す

るという案への対応についてお答えくださ

い。 

 次に、文化施設の再編についてお伺いし

ます。 

 本市の文化施設は、浪切ホール、文化会

館（マドカホール）、自泉会館の３館があ

り、それぞれ活用されています。本市の文

化施設の在り方や再編についての検討を行

うための調査を行うということですが、ど

のような検討を進めていくのかお答えくだ

さい。 

 通告３番、新庁舎建設についてお伺いし

ます。 

 新庁舎の建設に当たっては、前回同様デ

ザインビルド方式による設計施工一括発注

を予定しており、今年度、事業者を選定す

るための予算を計上するとしておりますが、

現在の建設物価の高騰、建設業界の人員不

足による遅延や入札不調などを見ると、契

約期間が長くなるデザインビルド手法は、

価格の高騰、遅延や不調のリスクが高くな

ると考えます。確実に設計、建設とステッ

プを踏める設計施工分離発注方式を取るべ

きと考えますが、いかがでしょうか、お答

えください。 

 最後に通告４番、地域交通についてお伺

いします。 

 まず、地域主体による交通手段の確保に

ついてですが、本年度も昨年度に引き続き、

春木・大芝地区と黄金塚地区での取組を行

うということです。昨年度実施時の課題と

成果、今後の取組についてお答えください。 

 また、将来の南海泉北線、旧泉北高速鉄

道の延伸については、本市山手地域だけで

なく、本市全体の将来を考える上での重要

な路線であり、市民からの期待も大きいも

のと考えます。その鉄道延伸を見据えつつ、

簡易的な軌道交通であるＬＲＴ、ライト・

レール・トランジット、バス専用路線など

を活用するＢＲＴ、バス・ラピッド・トラ

ンジット、そして自動運転なども含め、早

期に実現可能な交通手段を検討するという

ことですが、具体的にどのような取組を行



- 10 - 

うのかお答えください。 

 以上で壇上からの質問を終わります。以

降については自席にて行います。御清聴あ

りがとうございます。 

○烏野隆生議長 

 生嶋市民健康部長。 

○生嶋雅美市民健康部長 

 御質問の１番目、物価高対策のうち、Ｎ

ＰＯ法人への物価高騰対策支援について御

答弁いたします。 

 ＮＰＯ法人への物価高騰対策支援は、物

価高騰のあおりを受けたＮＰＯ法人に対し

て金銭的な支援を行うもので、各団体によ

る非営利活動の継続性を高めることを目的

として実施しております。 

 これまで、令和４年度と令和６年度の計

２回実施しております。補助金を交付した

ＮＰＯ法人の数は、令和４年度で22団体、

令和６年度で25団体でございました。 

 財務状況が安定しているＮＰＯ法人は多

くないため、本補助金の交付は活動の継続

に一定寄与しているものと捉えております。 

 その一方で、本事業の実施を通じて、活

動を休止しているＮＰＯ法人が多数存在す

ることが改めて確認できました。これらの

団体の支援も含め、引き続き非営利活動の

活性化を進めたいと考えております。 

○烏野隆生議長 

 津田子ども家庭応援部長。 

○津田伸一子ども家庭応援部長 

 物価高対策につきまして、子ども家庭応

援部より御答弁いたします。 

 民間教育・保育施設への物価高騰対策支

援につきましては、物価高騰による給食材

料費の値上がり分について、国の交付金を

活用し、一定額を補助しております。この

支援は令和４年度より実施しておりまして、

昨年度は市内31の民間園に補助金を支給し

ております。 

 続きまして、この補助金の効果ですが、

物価高騰分の負担を保護者や民間園に転嫁

することなく、安定的な園の運営に寄与し

ているものと認識しております。 

 課題につきましては特段聞いておりませ

んが、各民間園からは、物価高騰が続いて

いるため今後も継続して支援してほしいと

の要望を伺っております。 

○烏野隆生議長 

 山田教育総務部長。 

○山田潤教育総務部長 

 通告の１番の物価高の対策につきまして

と、２番の公共施設の再編につきまして、

教育総務部に３点御質問いただいておりま

すのでお答えいたします。 

 まず、物価高騰対策における学校給食費

の無償化に係る部分でございますけれども、

実施したことによる効果といたしましては、

当初の目的のとおり、物価高に直面する保

護者の経済的な負担を軽減できているもの

と考えてございます。また、実際、保護者

等から助かっているとの声も多く頂戴して

ございます。 

 次に、課題につきまして、今回も含めま

して給食費の無償化については物価高騰対

応重点支援地方創生臨時交付金を活用して

実施してまいりましたが、国の交付金等の

補助がなくなった場合の対応が課題だとい

うふうに考えてございます。 

 続きまして２点目、公共施設の再編にお

いて、市立幼稚園の閉園ですとか小中学校

の適正規模・適正配置等の御質問を頂いて

おりますので順にお答えいたします。 

 まず、市立幼稚園の閉園に関してでござ

いますが、既に東光幼稚園、太田幼稚園、

旭幼稚園が閉園し、今後、春木幼稚園、大

芝幼稚園、光明幼稚園、大宮幼稚園の閉園

を予定してございます。いずれの幼稚園も

岸和田市立幼稚園及び保育所再編個別計画
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に伴って、公立の認定こども園を設置した

り民間のこども園を誘致したりすることに

伴いまして閉園または閉園を予定するもの

でございます。 

 これまで、拡大する保育ニーズへの対応

として、幼稚園がアフタースクール等を実

施いたしまして保育所の機能を補完してき

たところでございますが、幼保再編計画の

進展によりまして待機児童は一定解消され

つつあります。その一方で、市立幼稚園の

小規模化というのはさらに進展しており、

現在、在園児が10人未満の園が７園に及ん

でいるなど、非常に厳しい状況になってご

ざいます。 

 このような中、市立幼稚園が教育施設と

しての役割を十分に果たすよう、現状を改

めて評価、分析して課題に対応していく必

要性が生じたために今回、閉園基準等を検

討する審議会を設置するとしたものでござ

います。 

 最後に３点目の適正規模・適正配置の今

後の取組や取扱い、また新たな山手の小中

一貫校についてお答えいたします。 

 現在も学校の小規模化は進んでございま

して、複式学級基準の児童数となっている

小学校もあるなど、教育環境に様々な影響

が出てございます。 

 そのような中、適正化の取組として、昨

年度に引き続きまして、小規模化が著しい

校区を中心として地域と協議を進めてまい

ります。 

 また現在、市長が開催されているタウン

ミーティングと連携しまして、そこで出さ

れた御意見等も参考にしながら適正化の取

組を進めてまいりたいと考えてございます。 

 実施計画案については、当初想定いたし

ておりました児童生徒数の推計に変化が生

じておりまして、適正化の対象校から外れ

る学校、さらなる少子化の影響を受ける学

校というのが生じる見込みが出てございま

す。 

 その一方、学校の小規模化への対応は待

ったなしの課題でございまして、時間がた

てばたつほど深刻化し、子供たちの教育環

境や学校運営への影響が大きくなっていく

ことから、岸和田市立小・中学校の適正規

模及び適正配置基本方針は維持しつつ、実

施計画（案）の修正の必要性の有無も含め、

引き続き検討してまいります。 

 最後に山手の新たな小中一貫校について

でございますが、教育委員会では前市長か

ら提案を受けまして検討しておりました。

しかしながら、前市長が退任されたことに

伴いまして、一定その提案そのものが失わ

れたと判断しておりますので、教育委員会

における検討というのは一旦中止すること

といたします。 

○烏野隆生議長 

 寺本環境農林水産部長。 

○寺本義之環境農林水産部長兼農業委員会事務

局長 

 物価高対策についての御質問のうち、農

業用原材料費等高騰対策支援について御答

弁申し上げます。 

 当該事業の効果についての定量的な分析

は行っておりませんが、多くの生産者から

好評のお声を頂くことができております。 

 課題といたしましては、クーポンの対象

店舗がもう少し多ければよかったというよ

うな声もございましたので、本議会にて補

正予算の御承認を頂けましたら、岸和田市

内で営業する店舗の方々に御意見を伺いな

がら、協力を得られやすい手続き等を検討

してまいりたいと考えております。 

○烏野隆生議長 

 奥野まちづくり推進部長。 

○奥野光好まちづくり推進部長 

 １、物価高対策についてのうち、市内バ
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ス無料デーの開催について御答弁申し上げ

ます。 

 路線バスの無料デーは、物価・原油高等

の対策として市民や交通事業者を支援する

とともに、バス利用の促進を図ることを目

的としております。 

 令和６年度に実施した事業の評価ですが、

令和６年９月から11月にかけて日曜日や祝

日の計５日で実施しましたが、前年に比べ

利用者が３割から４割程度増加する結果と

なりました。 

 利用者アンケートからは、利用目的とし

て買物、観光、レジャー等が多く、市内の

活性化についても一定の効果はあったと考

えております。また、今後のバス利用につ

いても約７割の方が利用を増やしたいとい

う方向で回答いただいておりまして、その

面についても一定の効果があったものと考

えております。 

 次に、４、地域交通について御答弁申し

上げます。 

 まず、地域主体による交通手段の確保で

すが、令和６年度には、公共交通の利用が

困難な地域である春木・大芝地区や黄金塚

地区において、乗合タクシーによる実験運

行を行いました。 

 それぞれの地区で地理的条件や人口、ニ

ーズが異なるため、春木・大芝地区ではＡ

Ｉオンデマンドを活用した予約型乗合運行、

黄金塚地区では定時定路線型運行とし、利

用者の皆様には一定の評価を頂きましたが、

収支率がいずれも１割程度となってござい

ます。 

 そういった評価を踏まえ、去る令和７年

６月12日に開催した岸和田市地域公共交通

協議会において、費用負担の在り方や関係

者を含めた運行方法、手段、ルートの選定、

再検討後の実証に至る検討スキーム等につ

いて御議論いただき、一定の基準を定めた

上で今後の進め方を確認したところでござ

います。今後、その進め方に沿って、地域

の皆さんと共に取り組んでいくことになり

ます。 

 次に、南海泉北線の延伸ですが、議員御

指摘のとおり、南海泉北線の延伸は多くの

市民の皆様が期待されているところですが、

同時に、実現に当たっては長期的な取組と

なります。 

 しかしながら、泉州山手線の沿線も含め

山手地域の市民生活と活性化を支えるため

には、まずは泉州山手線の整備と沿線のま

ちづくりの進捗に合わせて、その状況に合

わせた最適な公共交通を導入していくこと

も重要です。 

 そのため、鉄道に比べて輸送量で劣るも

のの安価と言われているＬＲＴ、ＢＲＴと

いった交通システムや、現在山手地域で実

証を進めている自動運転等の先端技術の活

用の可能性を含め、早期に実現可能な交通

手段の導入に向けて、具体的には泉州山手

線の整備に合わせて、基幹的な路線バス等

の公共交通の導入の検討等から始めたいと

考えております。 

○烏野隆生議長 

 船橋魅力創造部長。 

○船橋恵子魅力創造部長 

 公共施設の再編につきまして、文化施設

に関して魅力創造部より御答弁申し上げま

す。 

 令和５年３月に策定された岸和田市新行

財政改革プランにおいて、中長期的な観点

から総量縮減を前提とした文化施設、ホー

ルの統廃合について検討するとしてござい

ます。 

 また、令和７年３月に岸和田市行財政改

革プランに係る提言書が岸和田市行財政改

革検討委員会において取りまとめられてお

り、その提言において文化施設のダウンサ
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イジングに向けた検討が必要とされている

ことを踏まえまして、今年度、浪切ホール

の建物や設備の現状確認を行い、今後必要

となる維持補修費を把握するとともに、浪

切ホール及び文化会館の利用実態の推移か

ら施設運営上の課題の整理を行い、文化施

設の再編等に向けた必要な検討課題を明ら

かにすることとしております。 

○烏野隆生議長 

 谷口総務部長。 

○谷口英樹総務部長 

 新庁舎建設の事業方式に関する御質問に

ついて御答弁申し上げます。 

 議員御指摘のとおり、今般、公共工事に

おいて入札等の不調やその後の事業費増額

による再入札等が全国的な現象として見受

けられるところですが、不調等の理由には、

事業者との間での事業費の見積りが折り合

わない場合や、人手不足などによる参加辞

退または不参加が多く占めていると認識し

ております。 

 このような状況を受け、契約期間が長く

なるデザインビルド方式は価格の高騰、人

手不足による遅延、入札の不調のリスクが

高くなるとの御指摘ですが、デザインビル

ド方式の場合に限らず、設計施工分離発注

方式の場合でも同様にこうした問題は発生

しておりますので、設計施工分離発注方式

を採用した場合につきましても、御指摘の

懸念が完全に払拭されるものではないと考

えております。 

 現庁舎は耐震性がなく、一刻も早く建て

替えが必要であり、新庁舎建設の計画では

免震などによる高度な技術を求めておりま

す。加えまして、全国的に建設事業費の上

昇が続いている現状などを踏まえますと、

他の事業方式に比べ、設計と施工の技術力

の担保等が期待できることや、全体工期の

短縮により早期に建設が可能になること、

そして、施工事業者の早期決定により、設

計途中でも資材の先行確保が可能となり事

業費抑制に寄与できることなど、本市にと

ってのメリットが期待できるデザインビル

ド方式がよいと判断したところでございま

す。 

○烏野隆生議長 

 𡧃野議員。 

○12番 𡧃野真悟議員 

 それでは、各項目について再質問いたし

ます。 

 まず通告１、物価高対策について再質問

いたします。 

 各事業について説明いただきました。ど

の事業も対象者からおおむね好評であった

ということですが、以前も指摘いたしまし

たが、本市の物価高対策は全て特定の業種、

特定の事業者等に対して行われており、広

く市民一般に行われているものはありませ

ん。コロナの際には、ごみ袋の配布や水道

基本料金の減免などを行いましたが、本市

で広く市民全体を対象とする物価高対策を

行わない理由についてお答えください。 

 続いて、公共施設の再編について再質問

します。 

 まず、市立幼稚園・保育所についてお伺

いします。 

 市立幼稚園の閉園基準等を検討するため

の審議会設置について、教育総務部に質問

いたしました。教育委員会としては、幼保

再編計画による閉園とは別の基準をつくり、

著しく小規模化した幼稚園を閉園すること

で、残る幼稚園で引き続き教育、保育に必

要な集団規模を確保していきたいという話

でした。これは市立幼稚園・保育所の再編

計画にも影響を及ぼす話だと思います。 

 令和６年度第２回岸和田市行財政改革検

討委員会の資料１、市立幼稚園と市立保育

所の再編によりますと、民間事業者による
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再編としているエリアにおいて、民間事業

者が手を挙げる可能性が低いエリアがある

という意見があったということですが、民

間事業者の参入がない場合は、本市自身が

公立の認定こども園を設置する必要がある

と考えますが、本市の考えをお聞かせくだ

さい。 

 次に、小学校、中学校についてお伺いし

ます。 

 今の市の考え方では、いつまでも平行線

かと考えます。私ども無所属フォーラム会

派としては、地域との信頼関係を損なって

いる岸和田市立小・中学校適正規模及び適

正配置実施計画（第１期）（案）を速やか

に取り下げ、地域と共に新しい計画を作成

するべきと考えておりますが、市として、

協議を進める方法についてどのようなこと

を考えているのかお答えください。 

 次に、文化施設についてお伺いします。 

 浪切ホールと文化会館（マドカホール）

の２施設について、文化施設の再編等に向

けた必要課題を整理するということですが、

これらは文化施設であるとともに貸し館、

貸室としての機能も大きいものと考えます。

ダウンサイジングに向けた検討が必要とさ

れていますが、これらは機能が重複する施

設、例えば公民館など、ほかの施設との統

合なども検討課題となっているのかお答え

ください。 

 ３番、新庁舎建設について再質問いたし

ます。 

 価格の高騰や遅延、不調のリスクは分離

発注方式に切り替えたからといって完全に

払拭されるものではないということですが、

少なくとも設計、建設とステップを踏むこ

とができるわけで、設計が完了しているの

であれば、少なくともそこまでは出来上が

っている。その意味では一括発注のデザイ

ンビルド手法よりも安心できるものではな

いかという意味で申し上げている次第です。 

 これに関しては、質問の回数が限られて

おりますので、無所属フォーラム会派とし

ては設計施工の分離を要望するということ

で次の質問に移ります。 

 さて、新庁舎建設予定地の福祉総合セン

ター横敷地については、地元から進入路や

周辺交通への問題が指摘されております。 

 一方で、周囲には都市計画道路忠岡野田

線があります。庁舎建設と同時にこの道路

を整備するのは難しいということは理解し

ておりますが、新庁舎の建設から五、六十

年使うわけですから、将来的なまちづくり

の観点からも道路の整備が進むものと考え

られます。 

 道路開通時に忠岡野田線側から出入りで

きるよう、庁舎設計の段階から先々を見据

えた建物の配置を考えておくべきと考えま

すが、いかがでしょうか、お答えください。 

 通告番号４番、地域交通について再質問

いたします。 

 泉州山手線の整備と沿線のまちづくりの

進捗に合わせて、その状況に合わせた最適

な公共交通を導入していくことが重要とい

う答弁でしたが、それでは泉州山手線の整

備と沿線のまちづくりについてはどうなっ

ているのでしょうか。現状と今年度の取組

についてお答えください。 

 また、路線バス山直線に関しては、先行

して泉州山手線に導入されている公共交通

と言えると思いますが、現在の利用状況は

どのような状況でしょうか、お答えくださ

い。 

 最後に、地域主体による交通手段の確保

について御答弁いただきましたが、乗合タ

クシーによる実証運行については、利用者

の皆様には一定の評価を頂きましたが、収

支率がいずれも１割程度ということでした。

これは低いわけではなくて、全国的に１割



- 15 - 

程度という結果が出ているという話も聞い

ております。 

 そういった評価を踏まえ、岸和田市地域

公共交通協議会において、費用負担の在り

方、運行方法、手段、ルートの選定、再検

討後の実証に至る検討スキーム等の課題に

ついて議論し、一定の基準を定め、今後の

進め方を確認したということです。 

 市内にはほかにも公共交通の利用が困難

な地域が存在し、そういった地域の中には、

このような住民主体の公共交通について意

欲の高い地域もあるかと思われます。春

木・大芝地区、黄金塚地区以外にも取り組

む可能性はあるのかお答えください。 

○烏野隆生議長 

 西川総合政策部長。 

○西川正宏総合政策部長 

 御質問の物価高対策については、物価高

から国民生活を守るため、物価高騰の影響

を受けた生活者や事業者に対し、国の方針

に合わせ、地域の実情に応じた支援を実施

するものでございます。 

 国から交付される事業実施の財源は限ら

れているという面もございますので、事業

化に当たっては、国の要請や示されており

ます推奨事業メニューを基に、国、府の対

応や補助制度を注視しつつ、本市の実情や

要望等を踏まえ、効率的、効果的に市民や

事業者の負担軽減を図れるよう事業を選定

しているものでございます。 

○烏野隆生議長 

 津田子ども家庭応援部長。 

○津田伸一子ども家庭応援部長 

 市立幼稚園及び保育所の再編につきまし

て御質問いただきましたので、子ども家庭

応援部から御答弁いたします。 

 市立幼稚園及び保育所再編個別計画にお

きましては、民間事業者による認定こども

園の設置も予定しておりますので、参入し

やすい公募要件となるよう検討する必要が

あると考えてございます。 

 仮に、公募に対して民間事業者の参入希

望がない場合は、要件の緩和や対象エリア

の見直しを行い、再度公募していくことを

想定しております。それでも参入希望がな

く、計画期間内に設置が困難となった場合

は、議員の御質問のとおり、設置主体や計

画期間の変更を検討する必要があると考え

ております。 

 今後の計画策定につきましては、着実に

進めていけるよう、特に未就学児童の減少

を考慮し、施設規模については十分検証し

てまいります。 

○烏野隆生議長 

 山田教育総務部長。 

○山田潤教育総務部長 

 小中学校の適正規模・適正配置の協議の

今後の進め方ということで御質問いただい

ておりますけども、現在地域に入っており

ますが、地域との協議においては、まちづ

くりの観点からの御質問が非常に多く、教

育の観点でのみお話しすることが非常に困

難な状況になってございます。 

 そこで今年度から、まちづくりの観点か

らも質問を頂いた場合に対応できるように、

教育委員会だけでなく関係部局も同行いた

しまして、庁内一丸となって協議を進めて

まいりたいと考えてございます。 

○烏野隆生議長 

 船橋魅力創造部長。 

○船橋恵子魅力創造部長 

 文化施設の再編に係る再質問について御

答弁申し上げます。 

 文化施設では、音楽や演劇、舞踊等の利

用に即した防音機能や天井高等を配慮した

諸室を提供してございまして、現状の公民

館等の諸室の仕様とは違う部分がございま

すので、公民館等の活用については、課題
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の整理、検討も必要というふうに考えてご

ざいます。 

 文化施設の再編等については、施設の統

廃合や他の施設との機能集約の可能性を含

めて検討したいというふうに考えてござい

ます。 

○烏野隆生議長 

 谷口総務部長。 

○谷口英樹総務部長 

 新庁舎建設と都市計画道路の整備に関す

る御質問についてお答えいたします。 

 新庁舎建設予定地に隣接する都市計画道

路忠岡野田線などの周辺整備につきまして

は、新庁舎建設地周辺の長期的なまちづく

りの視点から、必要性は認識しているとこ

ろでございます。 

 しかしながら、現時点では、耐震性がな

い現庁舎を一刻も早く建て替えることが本

市の喫緊の課題であります。新庁舎建設を

着実に進めていく中で、建物の配置などに

ついても、将来的な道路整備計画に対応で

きるよう設計時点で検討してまいります。 

○烏野隆生議長 

 奥野まちづくり推進部長。 

○奥野光好まちづくり推進部長 

 ４、地域交通について御答弁申し上げま

す。 

 まず、泉州山手線の整備と沿線のまちづ

くりについての現状と今年度の取組でござ

いますが、大阪府には令和６年度より測量

業務や道路予備設計などに着手いただき、

また、山直東地区では、地域の皆様の御理

解、御協力の下、今年度さらなる事業推進

に取り組んでいただいているところです。 

 また、路線バス山直線の現在の利用状況

についてですが、直近の５月で比較すると、

令和５年５月には約2300人、令和６年５月

は約3000人、令和７年５月は約3400人と、

他の路線バスの利用者が減少を続ける中、

順調に利用者数は伸びてきております。こ

の結果は、先ほど御質問いただいた路線バ

スの無料デーなどの利用促進の効果ととも

に、泉州山手線沿線から山手地域の潜在的

ニーズが顕在化してきたものと考えており

ます。 

 次に、地域主体による交通手段の確保に

関し、他の市内の公共交通の利用が困難な

地域における取組の可能性ですが、公共交

通の利用が困難となる一定の条件を満たし

た地域において、地域主体の取組に意欲が

あり、岸和田市地域公共交通協議会におい

て承認されれば、取り組むことは可能とな

ります。そういった進め方についても、先

日の岸和田市地域公共交通協議会において

決定したところでございます。 

○烏野隆生議長 

 𡧃野議員。 

○12番 𡧃野真悟議員 

 ３回目、最後ですので、各通告に対して

要望を述べさせていただきます。 

 まず物価高対策ですが、国から交付され

ている財源の中で事業を行っているという

御答弁でした。基金を取り崩し、全市民に

お金を配れとまでは言いません。しかし、

人口減少が続く中、少なくとも他の自治体

と同等以上の目に見える取組を行わなけれ

ば、市長の言う、かつて泉州の中心として

地域を引っ張ってきた活気あふれる岸和田

市の復活は難しいのではないでしょうか。

改めて、広く市民全体を対象とする物価高

対策に取り組んでいただきますよう要望い

たします。 

 続いて、幼稚園、保育所の再編について

ですが、認定こども園について、民間事業

者が参入しやすい施設規模の検討をされる

予定ということは分かりました。しかし、

そもそも幼稚園が定員割れを起こしている

地域は、先に申し上げたとおり、子どもの
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数が少なく、民間の経営が難しい地域かと

考えます。 

 公立と私立のバランスのよい配置が本市

の考えと理解しておりますが、安心して子

供を産み、育てられるまちを目指すために、

空白地域が生まれぬよう市が責任をもって

取り組んでいただきますよう要望いたしま

す。 

 次に、小学校、中学校の再編についてで

すが、まちづくり関係部局も一緒に協議に

行くという内容は、これまでの答弁の繰り

返しになっているかと思います。市長もタ

ウンミーティングで様々な意見を聞いてい

るかと思いますが、地域との協議を進める

手法として、例えば市の職員だけではなく

専門家など第三者の意見も取り入れ、学校

と地域の未来を考えるような場にするべき

かと考えますので、一度御検討いただけれ

ばと思います。 

 文化施設に関してですが、求められてい

る機能が公民館等と異なるということです

が、今後各施設の老朽化が進み、いつかは

建て替えというフェーズになるかと思いま

す。その際に、例えば防音設備を備えた多

目的施設というものも考えられると思いま

す。 

 しかし、本市においては各施設を各課が

管理している以上、各施設は課も違えば部

も違うわけで、その調整は現実的には困難

です。以前一般質問でも提案いたしました

が、公共施設の適正規模・適正配置、身も

蓋もない言い方をすれば統廃合、もっとい

けば、公共施設自体の管理は、各課ではな

く、それを行う専門の課が各課の意見を受

けて一括で行うべきだと考えます。 

 新庁舎建設についてですが、忠岡野田線

に関しては、きちんと庁舎の設計の中で考

慮するということを確認できました。南海

岸和田駅は言うまでもなく本市の玄関口で

ございますが、この新庁舎建設により、こ

の地域の活性化、まちづくりが進むことを

期待しておりますので、市としてもしっか

り取り組んでいただきますようお願いいた

します。 

 そして、地域交通について、まずは泉州

山手線についてですが、多くの方が道路の

延伸やまちづくりに期待を寄せております。

地元の方々と丁寧に調整を行い、一日も早

く事業が完成するように取り組んでいただ

きますよう要望いたします。 

 また、地域主体の交通手段の確保につい

ては、岸和田市だけでなく日本全国多くの

地域で問題となっております。全国での取

組、先進事例などをよく確認していただき、

本市の各地域でも積極的に情報共有や実証

実験に取り組んでいただきますようお願い

いたします。 

 最後に、佐野市長におかれましては、令

和７年４月の市長選挙において４万8307票、

得票率が約８割という大差で当選されまし

た。それだけ市民の期待が大きいとともに、

大きな責任を負っております。前例や慣習

にとらわれることなく、市民全体の立場に

なって、市民と同じ立場で考え、声を聞き、

岸和田市と岸和田市民がよくなる改革に努

めていただきますよう要望いたしまして、

今回の総括質問を終了します。御清聴あり

がとうございました。 

○烏野隆生議長 

 暫時休憩します。 

   午前11時18分休憩 
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   午後１時再開 

○烏野隆生議長 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 総括質問を続行します。 

 まず、中井議員。 

   （23番 中井良介議員登壇） 

○23番 中井良介議員 

 日本共産党議員団を代表して総括質問を

行います。 

 冒頭、昨日アメリカのトランプ政権が国

際法をじゅうりんしてイランの核施設を先

制攻撃する暴挙を行いました。このことに、

まず強く抗議を表明します。 

 それでは、通告に従って質問を行います。 

 第一に、施政方針の市民との対話と共創

について取り上げます。 

 市長は、このたびの市長選挙に名のりを

上げた初めから、市民の声を丁寧に聞くこ

とを自分の政治姿勢の第一に掲げ、タウン

ミーティングとして市内各地で実行してき

ました。私も参加しましたが、スマホを使

ってその場で市民の声が画面に反映され、

それに市長が答えるという斬新な手法に共

感しました。市民との対話と共創という、

私には耳慣れない言葉ですが、地方政治に

おける主権者である地域住民とともに市政

運営を進めようという市長の姿勢に賛同し

て質問します。 

 岸和田市では、自治基本条例が平成16年、

2004年に制定されています。公募の市民と

ともに、有識者や職員でつくられました。

議会も作成過程で説明を受け、意見を言う

機会が設けられました。条例は、市民、事

業者の権利と責務、市長や議会の権能と責

務などを規定し、共に力を合わせて市民自

治都市の実現を目指すことを宣言していま

す。 

 そして、第３条の基本原則では、一人一

人の人権を尊重すること、市民と市は市政

に関する情報を共有すること、市民の市政

への参画の保障、市民、事業者と市は協働

してまちづくりを行うこと、市民の公益的

活動は尊重されることなどを規定していま

す。 

 質問します。市長の市民との対話と共創

という政治姿勢は、岸和田市自治基本条例

に重なるものと理解します。市長の今後の

市政運営がこの条例にのっとって進められ

るよう求めたいと思いますが、答弁をお願

いします。 

 ２つ目に、市長の施政方針の行財政改革

プランの見直しについて質問します。 

 見直しの１点目は、前市政の下でつくら

れた現行の行財政改革プランはトップダウ

ンでつくられ、数十項目の改革事項を職員

に実行させてきました。住民には伝える程

度で、丁寧な説明や理解を求めることも不

十分でした。このようなやり方でつくられ、

実行されてきた現行の行革プランを見直す

ことを求めます。答弁をお願いします。 

 見直しの２つ目に、プランの職員につい

て取り上げます。 

 行財政改革といえば、真っ先に取り上げ

られてきたのが職員の定数削減であり、人

件費の抑制でした。現在50歳前後の市職員

は、勤務期間の多くを賃金カットされ続け

てきたと聞きます。歳出を減らす手っ取り

早い手段として人件費が手をつけられ、ま

た、人件費が扶助費や公債費などとともに

固定費として歳出の大きな部分を占めるこ

とから、財政指標である経常収支比率を改

善するためにも人件費の抑制が行われてき

ました。その結果、職員は仕事に追われ、

疲弊しています。 

 質問します。仕事量に見合う職員の増加

が必要ではありませんか。そして、必要な

人員は正規職員で充てることを求めます。

この点でもプランの見直しが必要です。答
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弁をお願いします。 

 ３つ目に、プランの見直しを求める３点

目は、財政調整基金についてです。 

 財政調整基金が、災害等の非常事態や経

済状況の急変に備え、また市民のための施

策の実施や予算編成のために一定の蓄えと

して必要であり、そのように活用されてい

ることは承知しています。しかし、過去の

プラン策定時の基金の目標は、標準財政規

模の10％、約40億円としてきたものが、基

金残高が10％を超えると、目標を20％まで

引き上げています。その理由や、現在の基

金残高について答弁をお願いします。 

 以上で１回目の質問を終わります。御清

聴ありがとうございました。 

○烏野隆生議長 

 西川総合政策部長。 

○西川正宏総合政策部長 

 岸和田市自治基本条例は、平成17年８月

１日に施行された岸和田市のまちづくりの

ルールを定めた条例でございます。条例策

定時点から、行政主導ではなく市民委員が

中心となり、一から条例案づくりを行い、

市民と行政と議会の３者が一体となって関

わるべきであるという考えの下に、３者で

つくり上げた条例でございます。 

 岸和田市自治基本条例の中では、協働、

参画や情報共有という内容があり、前文に

おきましても、市民が自治の主体、市政の

主権者であることを認識し、自らの地域は

自らの手で築いていこうとする意思を明確

にし、自ら考え、行動することで、常に安

心していつまでも住み続けることができる、

個性豊かな持続性のある地域社会の実現を

目指していくと理念が示されており、市民

との対話と共創は、岸和田市自治基本条例

の理念と重なるものと考えております。 

○烏野隆生議長 

 新内財務部長。 

○新内利彦財務部長 

 行財政改革についてのうち、まず１つ目

の岸和田市新行財政改革プランに関する御

質問について御答弁いたします。 

 岸和田市新行財政改革プランは、以前よ

り、本市の行財政運営上の重要課題として

認識されてきた構造的な問題の解決を目指

す取組で構成されており、その多くは、既

にプランに先立って策定された行政計画な

どにおいて方向性が定められたものでござ

います。また、その策定過程において庁内

で丁寧に意見の調整を重ねるとともに、パ

ブリックコメントを実施し、市民の御意見

を聴取させていただいております。 

 私どもとしましては、庁内外の関係者の

御意見を踏まえて、検討するために必要な

プロセスを踏んだ上で策定されたものと認

識しております。 

 ２つ目の職員数に関する御質問について

御答弁いたします。 

 令和６年４月時点の本市の普通会計職員

数を全国の類似団体の平均と比較しますと

7.9％多く、これを人件費に換算すると、年

間で約８億円の負担が重い状況となってお

ります。他方、行政分野別に見ますと、類

似団体よりも職員数が少ない部門もござい

ますので、これらの状況も踏まえつつ、総

数を適正に管理しながら、必要な部門に必

要な人員が配置されるように努めてまいり

たいと考えてございます。 

 正規職員の増員についてですが、本市で

は、任期の定めのない常勤職員を中心とす

る体制により公務を運営することを原則と

しておりますが、効率的な組織体制を維持

しつつ、社会経済環境の変化にも柔軟に対

応するため、会計年度任用職員などの多様

な任用勤務形態の職員を活用しているとこ

ろでございます。 

 子育てや介護などの理由により、フルタ
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イムの長期継続雇用を就労することは難し

いが、限られた任期や勤務時間の範囲であ

れば就労することができるという人材は多

くおられます。多様な任用勤務形態の選択

肢を広げることで、ライフステージに応じ

た多様な働き方が可能になり、地方公共団

体で仕事をすることを希望する人への門戸

の拡大にもつながるものと考えております。 

 このような多様な人材の意欲と能力を幅

広く活用することが、目まぐるしく変化す

る環境に柔軟かつ効率的に対応し得る職員

体制の構築に資するものと考えてございま

す。 

 ３つ目の財政調整基金に関する御質問に

ついて御答弁いたします。 

 まず、財政調整基金等の残高の目標を財

政調整基金等残高比率の20％以上とした理

由についてでございますが、令和３年度決

算において、政令市を除く府内市の平均値

が20％で、本市は当時13％となってござい

ました。各自治体が基金の積立てを増額し

ている背景には、議員御指摘のとおり、近

年の度重なる災害等の非常事態、あるいは

急激な経済情勢の変化に備えての対応と考

えられます。 

 本市の数値は、府内他市と比べ、低い水

準にとどまっておりましたので、将来にわ

たり持続可能な行財政運営を行うために、

先ほどお示しした本市の比率を、政令市を

除く府内市の平均値にまで引き上げる必要

があると考え、目標値を20％と設定したも

のでございます。 

 次に、財政調整基金などの残高について

は、令和５年度の決算数値に基づき、御説

明させていただきますと、財政調整基金残

高が約44.7億円、減債基金残高が約27.4億

円、合計額は約72.1億円で、財政調整基金

等残高比率が16.1％となっております。 

 なお、令和５年度の政令市を除く府内の

市の財政調整基金等残高比率の平均は

22.6％へ上昇しておりますので、各自治体

とも、令和３年度から基金残高を増額して

いる状況となってございます。 

○烏野隆生議長 

 中井議員。 

○23番 中井良介議員 

 答弁いただきましたが、順次再質問を行

っていきたいと思います。 

 まず、市長の住民との対話と共創のこと

についてですが、今回、市長の趣旨が自治

基本条例と重なるのではないかということ

で、改めて自治基本条例のことを取り上げ

ました。 

 平成14年９月から策定の作業が始まって、

平成16年の12月末まで、丸２年かけて、多

くの市民委員と学識経験者、そして事務局

として、職員の皆さんが関わりながら何度

も会合を行い、市民アンケートや説明会も

繰り返し行いながら、あるいはニュースの

発行もしながら取り組んでこられました。

改めて、策定に関わった皆さんの御努力に

感謝申し上げたいと思います。 

 施行が2006年８月ということで、来年、

2026年がちょうど施行20年という節目を迎

えることになりますし、条例がつくられて

かなり年月もたって、私もふだんは忘れて

いることが多いんですけれども、改めてこ

の条例の意義をかみしめるというイベント

があってもいいのではないかと思ったりも

しています。岸和田市の最高規範と位置づ

けられているものでもありますし、どうぞ

大事にしていただきたいと思います。 

 市長が市民との対話を大事にするととも

に、行政を進める上では、直接市民に接す

るのは職員です。市長と職員とがよく対話

し、職員が市民と丁寧に対話する、そうい

う市政を進めていただきたいと思います。

また、市長の提案や市の計画が市民に受け
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入れられないこともあるでしょう。あるい

は職員が、行政的使命感で事を進めて市民

の反発を招くこともあります。そのときも

話合いを続け、その中で解決策を見いだす

ことが大事だと思いますが、市長の政治姿

勢を改めてお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 次に、行革プランの２回目の質問を行い

ます。 

 最初に、現行の行革プランがトップダウ

ンであったのではないかと、それを見直す

べきだということを申し上げました。答弁

は、庁内で丁寧に意見調整し、パブコメも

やってつくったもので、トップダウンでは

ないという答弁です。しかし、職員にプラ

ンの実行を迫って、市民への説明や、市民

が意見を言う機会が不十分なまま実行して

きました。そういう意味でもトップダウン

ではないのか、改めてお尋ねします。 

 次に、職員の増員のことですが、答弁は、

正職員を中心とする体制を原則としている

が、効率的で柔軟な対応のために、会計年

度任用職員などの多様な任用の職員を活用

しているというものです。効率的で柔軟な

対応とは、雇い止めがしやすいことも含ま

れるでしょう。答弁にあるライフステージ

に応じた多様な働き方をよいと思って非正

規で働いている人はもちろんおられるでし

ょう。しかし、そうではなく、正規でキャ

リアやスキルを身につけたいと思っている

が、正規職員の採用の枠が狭く、やむなく

非正規で働いている人も多くおられます。

常勤の職員は、基本として正職員を充てる

ように、改めて強く求めたいと思います。 

 もう１点。職員の仕事量を考える上で、

一般会計の財政規模を見ますと、令和元年

度は大体750億円程度の一般会計でした。令

和６年度では約860億円、令和７年度で約

920億円と増えています。コロナ関連予算も

ほぼ収束して、こういう大きな額になって

います。この予算規模の拡大は、職員の仕

事量の増大を示していると考えられます。 

 ところが、職員数は、人事課に聞きまし

たが、正規職員と常勤の会計年度職員を合

わせて、少し前と比較しますと、平成30年

は2278人、令和７年で2308人、上下水道局

の職員が企業団に移行した分は減っていま

すが、人数は微増というところです。仕事

量が増えているのに職員の増加が追いつい

ておらず、これでは、職員が仕事に追われ

るのも当然です。職員がいい仕事ができる

ように改善を求めたいと思います。 

 もう１点、答弁で問題だと思いますのは、

本市の普通会計職員数を他団体と比較して

7.9％多く、人件費で年間約８億円負担が重

いということです。これは、人件費をコス

トとしか考えていない答弁だと思います。

コストと考えれば、減らしていくという方

向しか出てきません。私は、職員はコスト

というよりも市の財産と考えたいと思うの

ですが、どうでしょうか。 

 職員が多いほどよいということではあり

ません。仕事の中身をよく分かっており、

市民の疑問や意見に丁寧に答え、適切なア

ドバイスができる職員がたくさんおり、保

育所やチビッコホームでも学校でも、どこ

の職場でも子供や市民のために一生懸命働

く職員が市民サービスを提供し、市民に喜

ばれているのではありませんか。職員はコ

ストというより財産だと思いますが、答弁

をお願いします。 

 次に、財政調整基金について、２回目の

質問をします。 

 この10年の財政調整基金と減債基金の合

計、どちらも市が自由に使える基金ですが、

その推移を見ますと、10年前の平成28年、

2016年には合計で約31億円、その後数年は

20億円台で推移します。そして、令和３年
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には約58億円と、前年の２倍に増えました。

令和４年は約70億円、令和５年は約72億円

と増え続けています。その他、特定目的基

金もその後増え続けて、令和５年には約79

億円と基金を積み上げています。 

 そして、この間、平成30年に台風21号が

ありました。大きな被害をこの岸和田市も

受けました。電柱が倒れたり、春木川の護

岸が崩落したり、橋も流されたり、学校の

体育館の屋根が飛ばされたりと、大変な被

害を受けたわけです。 

 また、令和２年からは新型コロナウイル

ス感染症が世界に広がりました。人々の移

動が制限され、店を閉めるなど、経済活動

が大きく制約されたことはまだ記憶に新し

いところです。 

 このように、基金の目的だとする災害や

経済状況の急変が続けて起こったにもかか

わらず、基金は増え続けました。災害復旧

やコロナによる経営難や生活困難への国の

支援があったからです。一定の基金ができ

れば、それ以上に積み上げる意味はありま

せん。そもそも基金は財政当局が大事に握

っているものではなく、市民のために使う

ものではありませんか。答弁をお願いしま

す。 

○烏野隆生議長 

 佐野市長。 

○佐野英利市長 

 市民との対話と共創についての御質問に

ついてお答えいたします。 

 私が力を入れたいと考えている点は、市

民との対話と共創です。市民の声に真摯に

耳を傾け、そして市民が直面している課題

に素早く取り組むことで、市民の皆様に寄

り添った市政運営を実現してまいりたいと

いうふうに考えております。そして、市民

の声だけでなく、議会の皆様とも真摯な議

論を重ねること、そして職員の皆様とも対

話を行うことで、岸和田をよくするという

目的のために、一丸となって市政運営に臨

んでまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 また、意見の違いがあった場合、少なか

らず出てくるかと思います。議員がおっし

ゃることと重なってまいりますけども、私

も含め、現場の職員も市民の皆様と丁寧に

対話を重ねることで、その中からよりよい

解決策、対策を探していきたいというふう

に考えております。 

○烏野隆生議長 

 新内財務部長。 

○新内利彦財務部長 

 先ほど、私の答弁に一部誤りがございま

したので、訂正させていただきます。 

 財政調整基金残高と減債基金残高の合計

額を27.1億円と申し上げましたが、72.1億

円の誤りでした。訂正をお願いいたします。

〔訂正済〕 

 それでは、２回目の質問に対して御答弁

させていただきます。 

 まず、プランに関する質問ですけども、

改革を進めるに当たっては、佐野市長から、

市民全体の立場に立って、市民と同じ目線

で考えることを留意するようにと御指示い

ただいているところでございます。 

 今後、岸和田市新行財政改革プランに掲

げる各取組を実行していく段階においては、

市民や関係者に対して、今まで以上に丁寧

に対応することを心がけてまいりたいと考

えてございます。 

 次に、職員に関する質問ですが、職員は

財産であるという議員の御意見ですが、私

どもも同様の考えでございます。組織を動

かす原動力は人であり、政策を推進してい

く上でも、改革を進める上でも、職員が生

き生きと働き、持てる能力を余すことなく

発揮できる組織をつくることが何よりも重
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要であるというふうに考えております。 

 このような認識の下、岸和田市新行財政

改革プランでは、全ての改革に優先して、

人的資源の最適化を第一の取組として掲げ

てきたところでございます。しかしながら、

行政を運営するためにも、必要な経営資源

には限りがあることも現実となってござい

ます。職員の人件費を含む経営資源を適正

に管理しなければ財政の不安定化を招き、

市民サービスに影響を及ぼすことも考えら

れます。このような観点から、効率的な組

織体制を構築し、適正に職員数を管理する

ことが重要であるというふうに認識してご

ざいます。 

 最後に、基金の積立てについて御答弁さ

せていただきます。 

 繰り返しとはなりますが、各自治体の財

政調整基金残高が増加している背景には、

本市と同様、近年の度重なる災害などの非

常事態、あるいは急激な経済情勢の変化に

備えての対応と考えられております。また、

減債基金につきましては、その目的が毎年

度の予算において、市債の償還に伴う支出

により、他の施策に必要な予算が制約され

る事態を回避することにございます。 

 本市におきましては、今後、新庁舎の建

設など、大規模な投資的事業が控えており、

このような事業に伴い、市債の償還額も増

加することが見込まれているところです。

後年度の市債の償還に対応しつつ、他の施

策を着実に実施していくためにも、本市に

おきましては、財政調整基金だけでなく、

減債基金を確保していく必要性は高いもの

と考えてございます。 

 このような状況の中、本市は府内他市と

比べましても、財政調整基金等残高比率が

低い水準にとどまっておりますので、政令

市を除く府内の市の平均である20％を目標

としたものであります。 

 なお、財政調整基金等残高比率には目標

を設定しておりますので、その達成を目指

しつつも、議員御指摘のとおり、その時々

の社会課題に取り組むために、適宜基金を

活用して対応することも重要であるという

ふうに考えております。 

○烏野隆生議長 

 中井議員。 

○23番 中井良介議員 

 市長から答弁を頂きました。ぜひ、おっ

しゃったその旨、初心を生かして進めてい

っていただきたいと思います。 

 次に、先ほどの答弁、行革プランについ

てですけれども、市長の住民の目線や立場

に立って進めていくという立場でお願いし

たいと思います。 

 次に、職員のことですけれども、職員は

財産だと見ているとの答弁がありました。

行革プランでは、優先して人的資源の最適

化を挙げて取り組んでいるとの答弁もあり

ました。しかし、人的資源の最適化という

項では、働き方改革とか、頑張った者が報

われる賃金とか、いろいろ挙げていますけ

れども、職員を増やすということには一言

も触れていないわけです。以前に比べても

職員数は随分減りました。今の職員の働く

現状を見ていただいて、ぜひ必要な人員の

確保のために頑張ってほしいと思います。 

 基金についても同じような答弁が繰り返

されたわけですが、他市がたくさん積み上

げているから、それに比べると岸和田市は

まだ少ないので、それに追いつくようにと

いうような説明が何一つ説得力を持たない

と思うのですが、今後、岸和田市に多くの

財源を必要とする事業がたくさんあること

はもちろん認めます。庁舎建設もあります

し、ほかの施設のこともあるでしょう。た

だ、地方自治の、こんなことを私が言うの

もおかしいんですが、岸和田市のお金だけ
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でやるわけではないですよね。交付税があ

り、あるいは補助金があり、そういう国や

府や、様々な生かせる資金をうまく見つけ

て、それを岸和田市の事業に当てはめてい

くというのが財政担当の腕の見せどころだ

と思うのです。そういう意味でも、今、岸

和田市の市民がそんなにゆとりのある状況

ではありませんので、やはりしっかりと市

民のための施策に充てていってもらえるよ

うにお願いしたいと思います。 

 最後に、佐野市長が就任された今、市民

や職員の声を生かしながら行財政改革プラ

ンを抜本的に見直すことに着手すべきだと

思いますが、理事者のお考えをお示しくだ

さい。 

○烏野隆生議長 

 新内財務部長。 

○新内利彦財務部長 

 本市においても、既に総人口の減少とと

もに、生産年齢人口の減少と高齢者の増加

が一体的に進んでいますが、今後、これら

の変化は、より加速度を上げて進行するも

のと予測されております。これらの厳しい

環境の変化に適応しつつ、将来にわたって

市民の暮らしをしっかりと支えていくため

に、引き続き行財政の構造改革を進める必

要があると考えております。 

 岸和田市新行財政改革プランは、今後の

社会経済環境の変化に適応するため、新し

い時代の岸和田市政の変革を成し遂げるこ

とを目指し、策定されたものでございます。

プランに掲げる取組は、現在に生きる市民

だけでなく、未来に生きる市民のためにも

重要なものであると考えております。今後、

よりよい改革となるように、市長の御指示

の下、取組の内容や進め方については十分

検討を重ねてまいりたいと考えてございま

す。また、施政方針でお示ししているとお

り、市民全体の立場に立って、市民と同じ

目線で考えることに十分留意しつつ、進め

てまいりたいと考えてございます。 

○烏野隆生議長 

 次に、中岡議員。 

   （４番 中岡佐織議員登壇） 

○４番 中岡佐織議員 

 大阪維新の会の中岡佐織です。議長から

発言のお許しを頂きましたので、令和７年

度施政方針に関する総括質問をさせていた

だきます。 

 まずは、佐野市長が新たな市政のかじ取

り役として、市民の期待と責任の重さを胸

に、確かなビジョンと行動力で岸和田市の

未来を切り開いていただけることを強く信

じ、そして強く願っております。 

 我が岸和田市は、前市長による市政にお

いて一定の混乱が生じ、市政運営に停滞を

来した時期があったことは否めません。そ

のような中で、今、私たち議員、そして全

市民が願っているのは、いち早い正常化と

信頼の回復であり、それゆえに、通常以上

のスピード感が新市政には求められている

と感じております。 

 本市においては、今、人口減少、安定し

た行財政基盤の構築、地域経済の活性化、

子育て・教育環境の充実など、様々な重要

課題が山積しております。こうした状況に

あって示される本年度の施政方針は、まさ

に新市政の方向性を映すものであるべきで

あり、私たち議会としても真摯に向き合う

べき重要な指針であると認識しております。 

 本日は、岸和田市として、これらの課題

解決に向けた具体的な取組がなされている

のか、また市民の皆様がどのような希望を

抱くことができるかという観点も持って質

問を行わせていただきます。 

 市長はじめ理事者の皆様におかれまして

は、市民にとって分かりやすい御答弁をお

願いいたします。また、議員の皆様には、
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しばらくの間御清聴を賜りますようお願い

申し上げます。 

 それでは、通告に従い、具体的な項目に

ついて、順を追って、会派、大阪維新の会

を代表して総括質問に移らせていただきま

す。 

 それでは、まず１つ目、市政の正常化と

政治倫理の確立についてということで、市

長が掲げる政治倫理に関する条例について

お尋ねいたします。 

 この条例を定めることにより、政治的中

立性や透明性の担保に向けた取組内容につ

いて、お示しをお願いいたします。また、

市長自身が今後どのように取り組んでいく

のか、そして今後の行政組織全体への波及

効果をどう見込むかについてお教え願いま

す。 

 ２つ目、オフィス誘致についてというこ

とで、岸和田をよくするための４本柱の３

つ目、地域経済の活性化と雇用創出のうち、

市内産業振興のための新たな取組として、

市街地におけるオフィスや営業所の新規立

地に対して助成するとのことですが、その

意図や目的とするところ、内容などについ

てお示しください。 

 ３つ目、地域経済の活性化と交通インフ

ラ整備についてお伺いします。 

 地域経済の活性化に資するために重要だ

と考える取組の２点目に、泉州山手線と山

直東地区のまちづくりが掲げられておりま

す。泉州山手線の延伸については、泉州の

みならず、大阪の魅力を高める新たな交通

インフラとして、また南海トラフ地震や台

風等の災害時に備え、安心・安全を高める

交通の軸として、防災面においても大きな

役割を担う路線であります。また、山直東

地区をはじめとする沿道のまちづくり、に

ぎわいづくりにより、本市の経済活動の活

性化に欠かせない重要な取組であると考え

ます。 

 今般示された施政方針には、泉州山手線

の整備促進に向け、引き続き大阪府と連携、

協力していくとともに、山直東地区のまち

づくりを積極的に推進すると記載されてい

ました。 

 また、岸和田をよくするための４本柱の

３つ目、地域経済の活性化と雇用創出で、

ゆめみヶ丘岸和田での企業誘致について、

４本柱の４つ目、防災・安全なまちづくり

で田治米畑町線についてそれぞれ記載され

ておりますが、やはりインフラの骨格であ

る幹線道路整備が最も重要であり、道路の

整備に合わせて、沿道のまちづくりや企業

誘致に取り組むことが必要と考えます。 

 そこで、まずまちづくり推進部にお聞き

しますが、これまで約10年にわたり整備が

進められてきたゆめみヶ丘岸和田における

企業誘致の観点から、事業の成果について

具体的に御説明ください。また、本市にお

ける次の企業誘致候補地として期待されて

いる泉州山手線と山直東地区のまちづくり

について、現時点の取組状況と今後の予定

等について御説明ください。 

 ４つ目、教育・子育て支援の抜本的強化

について、給食費無償化の持続性と、国の

制度改正への対応をどう見込んでおられる

のか。文部科学省における令和６年12月発

表時の「給食費無償化」に関する課題と整

理の調査では、９割を超える自治体で、給

食費無償化の目的として、子育て支援を掲

げています。次いで、少子化対策、定住・

転入促進を掲げる自治体がそれぞれ約１割、

食育の推進を掲げる自治体は５％未満でし

た。無償化後、給食の質、量の充実という

のは非常に優先度の高い重要な視点である

と考えますが、本市の考えをお聞かせくだ

さい。 

 ５つ目、スポーツによる地域活性化につ
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いてですが、市長は施政方針の中で、日本

一のスポーツのまち岸和田を目指すと明言

されました。非常に意欲的で魅力のある目

標であると受け止めておりますが、市民や

関係者がその実現に向けて共に歩んでいく

ためには何をもって日本一とするのか、そ

の具体的なビジョンや達成目標を共有する

ことが極めて重要であると考えております。 

 そこでお伺いいたしますが、日本一とは、

例えば競技成績の向上なのか、あるいはス

ポーツ施設の充実度、市民一人一人のスポ

ーツ参加率や健康指標の改善といった点を

指しておられるのか、何を柱とした評価軸

を想定されているのでしょうか。さらに、

今後どのような目標設定や数値的な指標に

基づいてこのビジョンを具現化していくお

つもりか、御見解をお聞かせください。 

 ６つ目は、観光振興・文化資源の活用に

ついてお伺いします。 

 本市におけるさらなる観光振興の契機と

しても大きな期待が寄せられる全国豊かな

海づくり大会は、水産資源の保護、管理と

海や湖沼、河川の環境保全の大切さを広く

国民に訴えるとともに、つくり育てる漁業

の推進を通じて漁業の振興と発展を図るこ

とを目的とし、昭和56年から毎年全国各地

で開催されている国民的行事で、大阪府で

は令和８年11月14日、15日に初めて本大会

が開催されます。 

 第45回全国豊かな海づくり大会「魚庭

（なにわ）の海おおさか大会」では、大阪

の海や河川等がもたらす豊かな恵みを将来

にわたって享受するため、それらを育む環

境の保全、創出や水産資源の保護、・管理

等の取組を進めることにより、府内水産物

をはじめとした大阪の魅力を広く発信し、

水産業の振興と地域の活性化を図ることを

基本理念として掲げ、１つ目、美しく豊か

な大阪湾の保全と継承、２つ目、未来に向

けた都市型の漁業の推進、３つ目、「食の

都」大阪の魅力発信が基本方針として設定

されています。 

 第45回全国豊かな海づくり大会大阪府実

行委員会では、大会開催に向け、１年前プ

レイベントや協賛行事などの開催を通じて

府内全域で機運醸成を図るとともに、大会

の基本方針を達成できるよう、府内市町村

や関係団体などと一体となって取組を実施

すること。さらに、大会を契機として促進

された豊かな海づくりにつながる取組や行

動変容等を大会後も継承できるように進め

ていく旨が示されています。 

 岸和田市におきましても、この基本方針

を達成できるよう、どのような機運醸成を

図る取組を進めるのか、現在の状況をお示

しください。 

 ７つ目、防災Ｊアラートについてですが、

佐野市長の公約における、岸和田をよくす

るための４本柱のうち、防災・安全なまち

づくりについてお聞きします。 

 施政方針には、全国瞬時警報システム、

いわゆるＪアラートの受信機を更新すると

の記載がありました。これは国からの弾道

ミサイル発射などの国民保護情報や緊急地

震速報など、対処する時間的余裕のない事

態に関する情報を瞬時に携帯電話等に配信

したり、市町村の同報系防災行政無線を用

いて、広く市民の皆様に伝達したりするシ

ステムのことです。中でも、同報系の防災

行政無線はＪアラートを自動受信して発報

するとともに自然災害が発生するおそれが

あるときに、市民の皆さんに広く避難を呼

びかける、緊急時に避難指示を発令する、

また避難所の開設情報をタイムリーに伝え

るなど、緊急時の大切な情報伝達手段の１

つであると思います。しかしながら、屋外

で一斉に発報するため、人によっては聞こ

えない、聞き取りにくいといった声をよく
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耳にします。 

 まずは、危機管理部としての認識につい

てお聞かせください。 

 以上について、市長また理事者の明確な

御答弁をお願いいたします。あとの質問は

自席にてさせていただきます。 

 まずは御清聴ありがとうございました。 

○烏野隆生議長 

 谷口総務部長。 

○谷口英樹総務部長 

 市長の政治倫理に関する条例の取組内容

についてお答えいたします。 

 本条例には、公正で信頼される市政運営

の実現のため、市長が遵守すべき政治倫理

基準を明記しております。具体的には、政

治的中立性を確保するために便宜供与を図

らないこと、利害関係者を排除するために、

市長が実質的に経営に関わる企業等は市と

の契約を辞退することなどについて規定す

るとともに、透明性を向上させるために、

条例に定める政治倫理基準に違反する疑い

がある場合には、市民の皆様からの審査請

求により、政治倫理審査会による審査と結

果の公表を行うこととしております。 

○烏野隆生議長 

 佐野市長。 

○佐野英利市長 

 御質問いただきました政治倫理について

お答えいたします。 

 私は、このたびの市長選挙におきまして、

多くの市民の皆様の御信任を賜り、市政を

担う機会を頂きました。これからの４年間、

市政のかじ取りを担うに当たり、私が第一

に考えなければならないことは、市民の皆

様から信頼される市政であり続けることで

あります。 

 このたび御提出させていただきました岸

和田市長の政治倫理に関する条例は、市政

の信頼を担保する手段の１つであると考え

ています。本条例を制定することで、政治

倫理のより一層の向上に努めるとともに、

市民全体の奉仕者として自らを律し、市民

の皆様から信頼される市政を実現していき

たいというふうに考えています。 

 長期的には、市長が率先して倫理意識の

向上に取り組むことにより、倫理観に基づ

く組織文化を醸成してまいりたいと考えて

おります。 

○烏野隆生議長 

 船橋魅力創造部長。 

○船橋恵子魅力創造部長 

 御質問の（２）、オフィス誘致について、

魅力創造部より御答弁申し上げます。 

 本市における産業振興策といたしまして、

新たな企業の誘致策に関して、阪南２区、

ちきりアイランドや丘陵地区ゆめみヶ丘岸

和田などの産業集積地における、主に工場

や倉庫などの新規立地促進に注力してまい

りました。今後のさらなる市内産業振興と

新規雇用の創出、特に若い世代の方々の市

内で働く場の確保の観点から、駅周辺など

の市街地において、様々な業種の企業のオ

フィスや営業所を誘致することで、産業の

振興と地域就労の促進、市民生活の質の向

上を目指してまいりたいと考えてございま

す。 

 その取組といたしまして、市内の一定の

地域に新たにオフィス等を開設しようとす

る市外の事業者に対しまして、オフィスの

賃料や開設に伴う事務室の改修費の一部を

助成し、併せて、本市市民の新たな声に対

してや、さらに若い世代の方々を雇用する

場合に追加で上乗せして助成しようとする

ものでございます。１社当たり最大370万円

の助成金交付をさせていただくことで、新

たなオフィスの誘致と新規雇用の確保を図

ってまいります。 

○烏野隆生議長 
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 奥野まちづくり推進部長。 

○奥野光好まちづくり推進部長 

 御質問のゆめみヶ丘岸和田における企業

誘致並びに泉州山手線と山直東地区のまち

づくりの２点について御説明いたします。 

 まず、ゆめみヶ丘岸和田における企業誘

致についてですが、南側の業務エリアでは、

全29区画全てで進出企業が決定し、現時点

で26区画において操業が開始されている状

況でございます。 

 具体的な成果といたしましては、市内で

移転、拡張された企業も多くございますが、

市外からの本社移転が７社、市外からの拡

張進出が８社でございます。また、固定資

産税や上下水道料金などの歳入面において

は、令和５年度実績で年間２億5000万円程

度の効果が出ております。さらに北側の生

活利便エリアにおいても、複合商業施設の

ＷＨＡＴＡＷＯＮ（ワタワン）をはじめ７

件が決定し、数社が営業を開始しており、

今後、さらなるにぎわいの創出に向け、地

元組織であるゆめみヶ丘岸和田まちづくり

協議会をはじめ、周辺自治会とも連携しな

がら、環境に配慮したイベントの実施やソ

フト面の取組についても引き続き支援して

まいりたいと考えております。 

 次に、泉州山手線と山直東地区のまちづ

くりについて説明させていただきます。 

 山直東地区では、泉州山手線の延伸を見

据え、本地区に望ましい良好なまちづくり

を推進するため、地元組織である山直東ま

ちづくり研究会を通じて地区の実態や課題

を把握し、まちづくりの方向性を検討して

まいりました。 

 令和５年７月には岸和田市山直東地区ま

ちづくり基本構想及び基本計画が策定され、

令和６年12月27日付で、これまで協議調整

を進めてきた都市計画変更手続が完了し、

農業・住宅共存地区を除く山直東地区全域

が市街化区域へ編入されました。 

 令和６年度では、本地区の都市計画変更

や泉州山手線の事業実施を踏まえ、既存農

地などの利用の意向に関するアンケート調

査や地区施設である道路の現地立会などを

実施し、土地利用や交通安全など、将来に

向けた検討を行いました。 

 また、地区東側では、令和５年７月に設

立された岸和田市山直東土地区画整理準備

組合において、今年度の本組合設立を目指

し、業務代行予定者の株式会社フジタとと

もに、事業計画案の策定に向けた現地調査

や設計、水利系統の検証と水利組合との用

水協議などについて、組合理事会、地元地

権者への説明会、勉強会などを重ねつつ、

地権者への意向調査や個別面談を順次実施

しているところでございます。 

 これらの取組状況を受けまして、大阪府

では、令和６年10月に、山直市民センター

において、泉州山手線の整備に関する説明

会を地元地権者に向け実施し、直後の11月

より、関連町会とも調整の上、工事の準備

段階である測量業務や土質調査並びに道路

予備設計などを進めていただいております。 

 今後、大阪府は、10年程度で岸和田中央

線まで延伸する目標を掲げていただいてお

りますが、本市としても、可能な限りスム

ーズに事業推進できるよう、引き続き大阪

府との協力体制を強化するとともに、地元

地権者や関係町会、水利組合などと関係が

近い本市も積極的に協力し、府市連携しな

がら全力で取り組んでまいります。 

○烏野隆生議長 

 山田教育総務部長。 

○山田潤教育総務部長 

 給食費の無償化に関しまして、国の制度

への対応、あるいは無償化後の給食の質、

量の充実と、２点御質問いただいています

ので、お答えいたします。 
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 令和８年度以降の国の給食費無償化の動

向につきましては、報道等では、まずは小

学校からという情報でございまして、現状、

国からそれ以上の通知というのがない状況

でございます。 

 今後、国や府から入る情報に注意しまし

て、関係課と協議を進めてまいりたいと考

えてございます。 

 続きまして、無償化後の給食の質、量と

いう部分につきましては、本市では既に学

校給食の運営を公会計で行っておりますの

で、歳出予算の中から食材を購入するため

に、国の補助額ですとか補助要綱等に左右

されることなく、引き続き、子供たちに安

心・安全な学校給食を提供してまいります。 

○烏野隆生議長 

 池内生涯学習部長。 

○池内正彰生涯学習部長 

 御質問の５、スポーツによる地域活性化

につきまして、生涯学習部より御答弁させ

ていただきます。 

 日本一のスポーツのまち岸和田の具体的

なビジョンにつきましては、市長が公約で

掲げられましたスポーツ施設の整備、改修

を進めまして、子供から高齢者まで体力向

上、健康寿命の延伸を図ることなどになり

ます。このビジョンを具体化していくため

に、各世代の体力向上を目指す岸和田市ス

ポーツ推進計画の目標達成に向けた取組を

迅速、着実に行っていきたいと考えてござ

います。 

 また、同計画で示している各取組の状況

についてでございますけども、毎年度、岸

和田市スポーツ推進審議会におきまして検

証を行いますとともに、計画指標の目標達

成状況を調査いたしまして、広く市民に公

表していきます。 

○烏野隆生議長 

 寺本環境農林水産部長。 

○寺本義之環境農林水産部長兼農業委員会事務

局長 

 御質問の６、観光振興・文化資源の活用

について御答弁を申し上げます。 

 第45回全国豊かな海づくり大会「魚庭

（なにわ）の海おおさか大会」の開催は、

水産業のさらなる振興のみならず、総合計

画、将来ビジョン・岸和田に掲げる岸和田

を強くする３つの視点の中でも、海から山

までの多様な地域資源の活用に該当する手

段として、機運醸成に取り組んでまいりた

いと考えております。 

 代表的な取組を御紹介させていただきま

すと、本大会の式典行事が本市の南海浪切

ホールにて開催されることが決定し、基本

方針に掲げる取組が本格化していくことを

見据え、大阪・泉州広域水産業再生委員会

と岸和田市水産業戦略に関する事業連携協

定を令和６年12月６日に締結し、地域資源

の価値や魅力を生かした水産業の振興、食

育教育の推進及び地域活性化の拠点形成等

を公民連携で進めております。 

 また、水産業関係者以外の多岐にわたる

関係機関の協力も得まして、森、里、街、

川が豊かな海を育むことの理解促進、市内

農林水産物のＰＲ及び岸和田中心市街地の

魅力発信に関するイベントを１年前プレイ

ベントと同日開催し、相乗効果を発現させ

るよう取組を進めております。 

 このほか、本大会との連携が考えられる

森、里、街、川が豊かな海を育むことの理

解促進につながる行事を整理し、大会事務

局に情報提供も行っており、適宜、豊かな

海づくりに係るパネル等の貸出しや、大会

用ノベルティーの提供を受けるための連絡

調整も重ねているところでございます。 

○烏野隆生議長 

 西村危機管理部長。 

○西村寿員危機管理部長兼危機管理監事務取扱 
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 防災行政無線の位置づけと認識について

御答弁いたします。 

 議員お示しのとおり、防災行政無線は、

防災情報などをいち早く一斉に伝達するこ

とができる非常に重要な情報伝達手段の１

つでございます。 

 ただ、近年、住宅の気密性が向上してい

ることとか、大雨などの天候や風向き、窓

やカーテン、さらには雨戸を閉めることな

どにより、ますます防音性が向上すること

で、室内では聞こえないケースがどうして

も生じてしまいますことは認識してござい

ます。 

○烏野隆生議長 

 中岡議員。 

○４番 中岡佐織議員 

 それでは、引き続き、各項目について再

質問させていただきます。 

 市政の正常化と政治倫理の確立について

ですが、今回の市長が掲げる政治倫理に関

する条例とはどのようなもので、それを定

めることにより、どういった効果があるか

をお示しいただきました。市民との対話と

共創の実効性の確保という点でお尋ねしま

す。 

 市民との対話と共創ということで、住民

の意見を反映したまちづくりを推進するた

め、市長自らタウンミーティングを実施し

ていただいておりますが、そこで得られる

多種多様な意見をどのようにして市政に反

映していくのかお教えください。 

 ２つ目、オフィス誘致についてです。 

 工場以外にも、新たに企業のオフィスを

本市へ誘致しようとする取組は、市長の公

約の１つである地域経済の活性化と雇用創

出に関する取組の１つとして期待するとこ

ろです。本市の若い人たちが岸和田市で住

み、働き、暮らすことは、定住促進にもつ

ながる施策とも捉えることができるため、

一社でも多くの誘致に向け取り組まれるこ

とを期待します。 

 御答弁では、駅周辺などの市街地におい

てオフィス誘致を進めるとのことですが、

駅周辺ではやはり駅前商店街の活性化とい

う大きな課題があると思います。オフィス

の誘致とともに、商業や商店街の振興も地

域経済の活性化の視点からは重要と考える

がいかがでしょうか。 

 ３つ目、地域経済活性化と交通インフラ

整備についてです。 

 ゆめみヶ丘岸和田並びに泉州山手線と沿

道のまちづくりについて、現在の取組状況

や事業効果、そして今後の予定について御

説明いただきました。引き続き、企業誘致

による地域活性化に向けた取組を継続いた

だきますようお願いいたします。 

 さて、泉州山手線につきましては、大阪

府の整備路線でありますが、本市としても

並行して市内交通インフラの整備に取り組

むことも重要と考えます。 

 そこで、次は建設部にお伺いいたします

が、本市が現在最優先として整備に取り組

んでいる田治米畑町線の整備について、現

在の取組状況に加え、整備による事業効果

について御説明ください。 

 ４つ目、教育・子育て支援の抜本的強化

についてですが、無償化後も給食の質、量

が保たれる体制が既に整っていること、そ

して本市が公会計方式を採用しているため、

国の補助要綱に左右されず、安定的に運営

が可能であるという点については、子供た

ちにとっても保護者にとっても非常に心強

いものとして受け止めました。 

 それから、保育士の件ですが、本市にお

ける保育士の確保については、長年にわた

り課題となっており、喫緊の対応が求めら

れています。これまで本市では、岸和田市

保育士応援特別給付金や岸和田市保育士就
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職祝い金など、様々な施策を講じて保育士

確保に努めてこられましたが、これらの取

組の具体的な実績とその効果についてお聞

かせください。 

 また、本年度の施政方針では、市立幼稚

園及び保育所再編方針に基づく個別計画を

推進し、市民の皆様の不安を解消しながら、

よりよい教育・保育環境の充実に取り組ん

でまいりますとの記載がありました。そこ

でお伺いしますが、現在再編の対象となっ

ている施設を利用している保護者の声や意

見についてはどのように受け止め、具体的

に計画へ反映していくのか御説明をお願い

いたします。 

 ５つ目、スポーツによる地域活性化につ

いてですが、牛ノ口公園運動広場のリニュ

ーアルの詳細と、他の老朽施設の更新計画

について、どのようにお考えかお示しくだ

さい。 

 ６つ目、観光振興・文化資源の活用につ

いてです。 

 岸和田市には、だんじり祭に代表される

熱量と団結力、そして海とともに生きる暮

らしの歴史があります。海づくり大会を単

なる一過性のイベントで終わらせるのでは

なく、将来にわたって豊かな海づくりが市

民の意識に根づくよう、教育や観光、産業

など、幅広い分野とつながる持続可能な仕

組みづくりも今後の大きなテーマになるか

と思います。 

 そこで、岸和田をよくするための４本柱

の３つ目、地域経済の活性化と雇用創出の

うち、観光振興についてお伺いします。 

 今年度、食を中心とした観光コンテンツ

の開発として岸和田グルメをテーマにした

コンテストを実施し、岸和田の食をＰＲす

るとなっていますが、その事業の内容と、

実施する上では事業者に参加してよかった

と思っていただけるよう盛り上げていくこ

とが重要と考えます。事業のＰＲの手法に

ついてもお答えください。 

 続いて、防災Ｊアラートについてですが、

防災行政無線の放送内容が聞こえない場合

があるという御認識でした。では、そのよ

うな現状に対して何か対策が講じられてい

るのかについてお聞かせください。 

 よろしくお願いします。 

○烏野隆生議長 

 西川総合政策部長。 

○西川正宏総合政策部長 

 市民との対話を通じた共創型のまちづく

りは、よりよい地域社会を実現するための

重要な取組であり、持続可能な行政運営の

基盤であると考えております。そのため、

タウンミーティングは単なる意見聴取の場

にとどまらず、市政における市民参加を促

進し、市民の意見を政策形成に反映させる

ための有効な手段であると考えております。

その上で、市民との対話と共創の実効性を

確保するためにも、市政情報の積極的な提

供や公開を進めるとともに、様々な機会を

通じて、市民や多様な主体との対話や意見

交換を積極的に行ってまいりたいと考えて

おります。 

 また、皆様から頂いた御意見につきまし

ては、行政サービス等の改善や向上、魅力

あるまちづくりに反映するよう努めてまい

ります。 

○烏野隆生議長 

 佐野市長。 

○佐野英利市長 

 タウンミーティングについての御質問に

お答えいたします。 

 第１回目のタウンミーティングを令和７

年５月31日に天神山校区で、第２回目を６

月14日に浜校区で開催いたしましたところ、

多くの方々にお集まりいただき、たくさん

の御意見をお伺いすることができました。
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改めて、市民の皆様がタウンミーティング

に関心を示してくださっていることを本当

にうれしく思っております。 

 今後も、市民の皆様の声に耳を傾けて、

真摯に市民の皆様とともに未来を描いてい

けるような行政の実現に向けて取り組んで

まいりたいというふうに考えております。 

○烏野隆生議長 

 船橋魅力創造部長。 

○船橋恵子魅力創造部長 

 御質問の２点目、オフィス誘致の再質問

について御答弁申し上げます。 

 御指摘のとおり、商業の振興、特に商店

街の活性化については大きな課題であると

認識してございます。このたびのオフィス

誘致促進策の検討に際しては、商店街の振

興対策も念頭に置きながら検討を進めてま

いります。具体的には、駅周辺の市街地へ

のオフィスの誘導、集約に際し、商店街な

どの空き店舗や空き家などを活用してオフ

ィスを開設する場合には助成金の交付率を

上乗せすることで空き店舗の活用が図られ

るように誘導してまいりたいと考えてござ

います。 

 続きまして、観光振興・文化資源の活用

についての再質問に御答弁申し上げます。 

 本事業は、岸和田・泉州地域に根差した

食材を使ったメニューを市民に選出してい

ただき、岸和田のソウルフードとして、市

民と事業者及び市の３者が一体となってブ

ランディングをしていくことを目的として

実施するもので、観光創造ビジョン・岸和

田の基本方針の２、観光コンテンツの充実

の施策として実施するものでございます。 

 併せて、選出されたメニューを提供する

店舗を巡るデジタルスタンプラリーを実施

することで来訪者の周遊や地域消費を促す

とともに、事業者様には、本事業をきっか

けとして、これからの岸和田市を代表する

新たな食文化を創造していただけるような

御協力も求めていきたいと考えてございま

す。 

 次に、ＰＲについてでございますが、コ

ンテスト開催中は店舗等でのチラシの配架、

広報きしわだや市のインスタグラム、フェ

イスブック、Ｘ等のＳＮＳ及び岸和田市観

光振興協会公式サイト、岸ぶらで発信して

まいります。また、各店舗にも発信の御協

力を御依頼いたします。併せて、デジタル

スタンプラリー開催中には、例えば、南海

なんば駅などでポップアップストアを開設

し、ＰＲできるよう、委託事業者には求め

てまいりたいと考えてございます。 

 コンテスト終了後はグルメマップを作成

し、今後も岸和田市へ来訪していただき、

マップを見ながら周遊いただけるような取

組を実施してまいりたいと考えてございま

す。 

○烏野隆生議長 

 河畑建設部長。 

○河畑俊也建設部長 

 御質問の田治米畑町線の整備について御

説明いたします。 

 本路線は、都市計画道路磯之上山直線を

起点とし、都市計画道路貝塚半田流木線に

至る都市計画道路であり、市内を南北方向

に貫く重要な幹線道路でございます。その

うち、尾生町地内の府道春木岸和田線から

星和上松台までの区間約730メートルを整備

し、南北交通網の強化を図るものでござい

ます。 

 この路線は、かねてより、光明・常盤校

区連合町会からの整備要望を経て令和３年

３月に事業認可を受け、順次、整備を推進

しているところでございます。以前より懸

案であった市中央部の未接合部の整備を図

ることにより、岸和田港福田線、また将来

的には大宮常盤線とも接合することになり、
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泉州山手線を含めた南北軸と岸和田港福田

線など、東西軸の道路ネットワークが形成

され、整備完了後は様々な効果が期待でき

ます。 

 具体的な整備効果といたしましては、ま

ず、府道春木岸和田線や市道下松門前線に

おける朝夕の交通量を分散し、常盤小学校

や桜台中学校への通学、通勤における交通

安全の向上が期待できます。 

 また、田治米畑町線は、岸和田市地域防

災計画において地域緊急交通路に指定され

ており、防災、災害に強い地域づくりを目

指す上でも重要な路線であるとともに、星

和上松台付近から桜台中学校付近までの移

動時間が大幅に短縮できる見込みであり、

周辺の住民のみならず、市民の方々にとっ

ても重要な路線であると言えます。 

 また、広域避難場所として位置づけられ

ております府営蜻蛉池公園とは府道春木岸

和田線を介してつながりますので、臨海部

との物資輸送においても時間短縮が期待で

きます。仮に臨海部で被害が集中した場合

は、阪和自動車道岸和田和泉インターチェ

ンジや国道170号から蜻蛉池公園、田治米畑

町線などを介して支援や物資の輸送が可能

となり、逆に山手部で被害が集中した場合

は、阪神高速道路４号湾岸線や大阪臨海線、

国道26号からのルートが確保できることに

なります。 

 以上のように、田治米畑町線の整備につ

きましては、防災面においても非常に重要

性が高く、様々な事業効果が期待できます

ので、引き続き関係者の方々に丁寧な説明

を重ねるとともに、泉州山手線や国道170号

など、大阪府の事業進捗の動向にも注視し

ながら事業推進に努めてまいります。 

○烏野隆生議長 

 津田子ども家庭応援部長。 

○津田伸一子ども家庭応援部長 

 御質問の１の（４）、教育・子育て支援

の抜本的強化について、２点御質問を頂き

ましたので御答弁いたします。 

 まず１点目、本市での保育士確保につい

ての御質問ですが、民間園に新たに就職さ

れた保育士に対しまして、保育士応援特別

給付金を令和３年度より、保育士就職祝い

金を令和５年度より実施しております。 

 なお、保育士応援特別給付金の給付実績

及びその効果について申し上げますと、令

和３年度から令和６年度までの４か年で合

計176名の保育士に、また保育士就職祝い金

につきましては、令和５年・令和６年度の

２か年で合計75名の保育士に給付をいたし

ております。また、これらの給付対象者が

継続して就労されている定着率を見た場合、

79.2％と、８割近くが継続して就労されて

おります。 

 続きまして、市立幼稚園及び保育所の再

編についての御質問でございますが、今年

４月に、本市では初となります市立の認定

こども園、旭・太田こども園が開園し、園

舎の老朽化の解消や、１号認定児童につき

ましては、ＩＣＴ導入により、園と保護者

とのスムーズな情報共有、また給食の実施

など、新たなサービスを提供することで、

これまで御要望の多かった課題は一定解消

されたものと考えております。 

 また、今後も再編個別計画【中期計画】

を推進していく中で、幼稚園及び保育所を

利用する保護者や地域の方々の御意見につ

いては、丁寧な対応に努め、不安解消を図

ってまいります。 

○烏野隆生議長 

 池内生涯学習部長。 

○池内正彰生涯学習部長 

 牛ノ口公園運動広場のリニューアルの詳

細等の御質問につきまして、生涯学習部よ

り御答弁させていただきます。 
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 牛ノ口公園運動広場につきましては、野

球、サッカー、グラウンドゴルフ等の稼働

率が高く、多目的運動広場として幅広い世

代に活用されてきたところですけれども、

昭和41年の竣工以来、約60年間、大規模改

修を実施せずに、軽微な補修のみで対応し

てきたところでございます。そのために、

グラウンド状態は非常に劣悪で、水はけが

悪く、雨天後の利用が数日間制限されるこ

とでありますとか、けが等の事故発生のお

それがあるなど、機能性、安全性の面から

課題が多く、早期の施設改善が必要不可欠

な状態になってございまして、改修を望む

市民の御意見もこれまで多く寄せられてい

るところでございます。 

 そこで、今回リニューアル改修として、

内野部分の不陸整正、外野及びファールゾ

ーンの人工芝化、運動広場全体の排水設備

の修繕、外野フェンスの改修、それと管理

人室のリニューアルでありますとか、多目

的トイレを増設いたしまして、男子及び女

子トイレのリニューアル及び観覧席の外壁

塗装のための設計を行う予定でございます。 

 また、他の老朽施設の更新計画といたし

ましては、令和８年度から令和９年度にか

けまして、総合体育館アリーナの床の改修

でありますとか空調設備、観覧席など、大

規模なリニューアルを実施する予定でござ

います。 

 なお、他の社会体育施設につきましても、

岸和田市立社会体育施設再編基本方針に基

づく施設の再編と並行いたしまして、市民

スポーツの充実、発展に向けた施設整備、

改修を進めてまいります。 

○烏野隆生議長 

 西村危機管理部長。 

○西村寿員危機管理部長兼危機管理監事務取扱 

 機器の定期的な点検やテスト発信を行う

など、発報時に支障が出ないよう、常に設

備の良好な維持管理に努めております。 

 ただ、先ほどの御答弁のとおり、防災行

政無線は、その仕組み上、一定の限界がご

ざいますことから、聞き取りにくい場合な

どに対応するため、放送後72時間、放送と

同様のアナウンスが流れる聞き直しダイヤ

ルを設定しております。 

 危機管理部としましては、防災行政無線

単独では100％の情報伝達が難しいため、聞

き直しダイヤルをはじめ、エリアメール、

市の公式ＳＮＳなど、複数のメディアを補

完的、多重的に用いた防災情報の発信を行

っているところでございます。 

○烏野隆生議長 

 中岡議員。 

○４番 中岡佐織議員 

 各項目に御答弁いただきましたので、質

問を重ねさせていただきます。 

 まず１つ目の市政の正常化と政治倫理の

確立について、御答弁を通じて、市長御自

身が率先して自らを律し、市民の皆様の信

頼を第一に考えながら、政治倫理の確立に

真摯に取り組んでおられる姿勢を強く感じ

ることができました。また、タウンミーテ

ィングを通じて市民の声を直接伺い、それ

を市政に反映していこうとされている姿勢

は、開かれた市政の実現に向けた重要な一

歩であると受け止めております。 

 今後とも、市民との信頼関係をさらに深

めていくために、政治倫理の維持に加え、

市民の声に丁寧に耳を傾ける姿勢を大切に

していただければと存じます。 

 私自身も、引き続き建設的な立場から市

政に関わってまいりたいと考えております

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 続いて２つ目、オフィス誘致についてで

すが、新たな産業振興と新規雇用の創出を

目指したオフィス誘致策の実施に際しては、

商店街の空き店舗や市街地の空き家対策な
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ども念頭に検討していただいているとのこ

とで、若者をはじめとした市内就業機会の

拡大や、定住促進など、複数の目的を持っ

て取り組もうとしていることが分かりまし

た。引き続き、市内産業の振興と地域経済

の活性化に向けて取り組んでいただきたい

と思います。 

 続いて３つ目、地域経済活性化と交通イ

ンフラ整備についてですが、こちらの御答

弁を受けまして、泉州山手線及び田治米畑

町線の整備に関して、改めて本市にとって、

交通インフラの骨格となる幹線道路の整備

は重要であると強く認識いたしました。こ

れらの路線整備は、防災面においても市内

全域、すなわち海から山までの安全性向上

に資するものであり、一日も早い完成が望

まれるところであります。 

 また、幹線道路の整備と並行して、沿道

のまちづくりを積極的に推進し、企業誘致

や地域のにぎわいづくりといった地域活性

化につなげていくことが重要であると考え

ます。特に、ゆめみヶ丘岸和田におきまし

ては、企業、住民、農家、環境ボランティ

アなど、たくさんで構成されたまちづくり

協議会が岸和田市との共同目標として策定

された岸和田グリーンビレッジ構想の７つ

のプロジェクトに基づき、様々な地域活性

化の取組を展開しておられます。こうした

地域主導による活動をさらに発展させてい

くためにも、市には引き続き、こうした地

域の取組に対する支援をお願いしたいと思

います。 

 また、本市における人口減少への対応と

いう観点からも、交通インフラの整備と沿

道のまちづくり、さらには企業誘致を一体

的に推進することは極めて重要であると考

えております。今後も、本市が持続的に発

展していくために、市には引き続き、これ

らの取組を積極的に進めていただきますよ

う要望いたします。 

 続いて、４つ目の質問の教育・子育て支

援の抜本的強化についてですが、こちらの

市立幼稚園・保育所の再編に関しては、私

自身も、これまでに保護者の皆様から寄せ

られた御意見や質問を拝見させていただき

ましたが、市が目安箱などを通じて丁寧に

対応していただいていたことは評価すべき

点だと感じております。今後も再編が進む

中で、保護者の声は期待も不安も含めて常

に変化していくものと思います。市が全て

に応えることは難しいかもしれませんが、

これまでと同様、今後も聞く耳を持つ姿勢

を貫いていただけるとのことに、私自身も

安心いたしました。保護者の皆様にも、ど

うか遠慮なく声を届けていただきたいと思

います。 

 旭・太田認定こども園に関しては、私も

現地の内覧もさせていただき、明るく広い

空間での生活や、職員トイレの場所や、給

食室も使い手のことが考えられていました

し、ＩＣＴ導入で、私も子育て中の頃、こ

んなシステムがあれば安心だったのになと、

すばらしいと思いました。 

 それから、保育士確保に向けた取組につ

いて、これまでの給付実績や定着率など、

一定の成果が見られるとのこと。一方で、

依然として厳しい状況が続いていることも

踏まえ、引き続き、現場の声を丁寧にすく

い上げながら、効果的な対策を講じていた

だきたいと思いますので、保育士の給付金

について再質問します。 

 今回の施政方針では保育士就職サポート

給付金となっていますが、保育士応援特別

給付金との相違点は何でしょうか。 

 そして５つ目、スポーツによる地域活性

化ですが、日本一と大きく掲げるのであれ

ば、どこの市町村でも行っているような一

般的な施策にとどまるのではなく、岸和田
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市ならではの特色ある取組、他市にお手本

とされるような先進的でユニークな挑戦を

ぜひ打ち出していただきたいと強く期待し

ていますが、大規模スポーツイベントの開

催誘致やトップアスリートとの交流機会の

創出に向け、市が果たす役割と民間大学等

との連携計画についてはどのようにお考え

でしょうか。 

 続いて６つ目、観光振興・文化資源の活

用についてですが、岸和田の食の魅力を生

かし、観光と地域経済をつなげていこうと

する今回の取組には大いに期待しておりま

す。市民や事業者の皆さんと一体となって

進めていく姿勢も非常に心強く感じました。 

 また、ＳＮＳや広報紙に加え、南海なん

ば駅でのポップアップストアなど、市外へ

の情報発信にも積極的に取り組まれるとの

ことで、私も岸和田市の観光振興を後押し

する１人として、今後の展開を楽しみにし

ておりますので、しっかりと岸和田市の魅

力ＰＲに力を入れていただきたいと思いま

す。 

 最後、防災Ｊアラートについてですが、

防災行政無線には限界があるとの御認識の

下、聞き直しダイヤルやエリアメール、Ｓ

ＮＳなど複数の手段を組み合わせて情報発

信されているとのこと。今後も、市民一人

一人に正確な情報が確実に届くよう、多層

的で分かりやすい発信体制の充実に取り組

んでいただくようお願いいたします。 

 これで私からの発言、質問は終わります

が、本市の抱える課題は複合的であるから

こそ、部門横断的かつ市民参画型の改革が

求められます。大阪維新の会としては、政

治倫理の向上、住民の声の反映、子供の教

育最優先、安心・安全な暮らしなどを軸に、

次世代にツケを残さない持続可能で建設的

な都市経営を求めてまいります。 

 ありがとうございました。 

○烏野隆生議長 

 津田子ども家庭応援部長。 

○津田伸一子ども家庭応援部長 

 今回提案いたしました保育士就職サポー

ト給付金は、従来の保育士応援特別給付金

をより利用しやすく、より就労意欲を高め

ることを目的にリニューアルいたしました。

これまでの保育士応援特別給付金は、就業

から半年ごとに３万円、５万円、７万円、

10万円、３年目、４年目は、市内在住者に

のみそれぞれ20万円を給付しておりました

が、今回の就職サポート給付金では市内在

住の要件をなくし、就業から１年目、２年

目にそれぞれ20万円、３年目に10万円の総

額50万円を給付する制度に改め、より利用

しやすい制度といたしました。 

 また、就業１年目当たりの給付金額を大

きくすることで、保育士の就労意欲を高め

る効果を期待しております。 

○烏野隆生議長 

 池内生涯学習部長。 

○池内正彰生涯学習部長 

 大規模スポーツイベントの開催誘致の取

組といたしましては、バレーボールＶリー

グ男子のきんでんトリニティーブリッツ、

ハンドボールＨリーグ男子のアルバモス大

阪、フットサルＦリーグのシュライカー大

阪が総合体育館をホームアリーナとしてご

ざいまして、各スポーツにおけるトップチ

ームの試合を市民に観戦していただける機

会を定期的に提供しているところでござい

ます。 

 また、サイクルピア岸和田におきまして

は、令和７年５月にジャパン・カップ・Ｂ

ＭＸレーシング2025、ＪＯＣジュニアオリ

ンピックカップＢＭＸレーシング2025が開

催されまして、日本のトップ選手の競技を

間近で観戦していただきました。 

 さらに、令和９年５月にはワールドマス
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ターズゲームズ2027関西が開催予定で、本

市では、ＢＭＸレーシングを実施すること

になってございます。 

 次に、トップアスリートとの交流機会の

創出の取組といたしましては、一昨日です

けれども、去る６月21日に、総合体育館に

おきまして、元バレーボール女子日本代表

選手をお招きさせていただきましてバレー

ボール教室を開催し、300名を超える親子の

参加がございまして、トップアスリートと

触れ合う機会や、スポーツの持つすばらし

さを体感できる機会を提供することができ

ました。 

 今後も、大規模スポーツイベントの開催

でありますとか、トップアスリートとの交

流機会を創出するとともに、民間企業であ

りますとか、大学等とも積極的に連携する

ことによりまして、交流人口の拡大と地域

活性化を図ってまいりたいというふうに考

えてございます。 

○烏野隆生議長 

 暫時休憩します。 

   午後２時24分休憩 

   午後２時50分再開 

○烏野隆生議長 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 総括質問を続行します。 

 まず、京西議員。 

   （21番 京西且哲議員登壇） 

○21番 京西且哲議員 

 議長より発言の許可を頂きましたので、

市長の施政方針に対して、次世代政策会議

を代表して総括質問を行います。 

 議員各位におかれましては、しばらくの

間御清聴いただきますようよろしくお願い

いたします。市長はじめ理事者の皆様方に

は、御答弁よろしくお願い申し上げます。 

 施政方針が、新年度が始まって２か月半

を経過したこの６月の定例議会に示される

という異例の状況でありますが、様々な混

乱を乗り越え、ようやく令和７年度の全体

予算を議論できることになりました。 

 佐野市長は、失った信頼を取り戻すとし

て、市長就任のその日から決意を持って行

動されているようなので、しばらくの間は

期待を持って拝見させていただきたいと思

っております。 

 それでは、通告に従って、施政方針で示

された重要課題について質問させていただ

きます。 

 まず、行財政の構造改革についてお伺い

いたします。 

 平成13年の財政健全化３カ年アクション

プランから約25年間にわたり、幾度となく

行財政の健全化対策を繰り返しても、盤石

な財政構造に変革させることができません

でした。今また、この課題を掲げて新しく

市政を始めると宣言されましたが、根底に

ある岩盤を破壊し、作り変えなければ、同

じ歴史を繰り返すだけになります。外部の

専門委員で構成する行財政改革検討委員会

からは、強固な岩盤は岸和田市役所の組織
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風土であり、変わろうとしない、変えよう

としない職員の意識そのものであると指摘

されております。我々も同じ思いであると

申し上げて、１点目の質問をさせていただ

きます。 

 新行財政改革プランの今後の取組につい

てお伺いいたします。 

 行財政基盤強化期間の令和５年から令和

７年までの効果について検証したいと思い

ます。 

 令和６年第１回行財政改革検討委員会、

７月１日において、当時の市長の指示にお

いて、次代を担う若手・中堅職員による６

つのプロジェクトチームを新たに設置し、

課題の検討を行うとの報告がありました。

行財政改革課の業務を、このチームに職員

を加配してまで作業を委ねなければならな

かったその理由について御説明ください。

併せて、メンバーの選考基準と方法、目的、

回数、協議内容と結果について御説明くだ

さい。 

 次に、佐野市長版の改革プランについて

お伺いいたします。 

 財政構造が依然として脆弱のままであり、

これからも重要課題として取り組んでいく

とのことですが、市長から改めて施策の見

直しなどの指示は出ているのか確認させて

いただきたいと思います。 

 次に、新行財政改革プランの取組の１番

目の項目である人的資源の最適化の方針と

取組についてお伺いいたします。 

 行政運営の円滑化は職員の働く意欲によ

るところが大きいと考えますが、行政組織

の安定的な維持に危機を感じていますので、

組織の現状を確認させていただきます。 

 １つ目、職員の数、それと適正数の配置

ができているのかどうか御説明ください。 

 ２つ目、定年延長と役職定年の効果と課

題について御説明ください。 

 ３つ目、やる気のある職員を育成する岸

和田市人材育成基本方針のアップデートに

ついて御説明ください。 

 ４つ目、職員の確保と早期退職者の減少

対策について、管理職のマネジメント向上

やハラスメントに対する意識の共有が必要

と考えますが、取組について御説明くださ

い。 

 次に、行財政改革検討委員会からの提言

についてお尋ねいたします。 

 １つ目、管理職のマネジメント能力の不

足、人事・給与制度に問題があるとして是

正を求める提言となっていますが、御見解

をお聞かせください。 

 ２つ目、プランの進行管理について、引

き続き検討委員会で行うのか、行財政改革

課が行うのか御説明ください。併せて、全

職員と課題を共有することが必要と考えま

すので、見解についてお伺いいたします。 

 次に、岸和田をよくするための４本柱の

うち、３点についてお尋ねいたします。 

 まず１点目、市政の正常化と信頼回復に

ついて。 

 市の事業計画に対して、地域の自治団体

等から反対意見や見直し、中止を求める要

望書の提出が多く見られております。地域

自治と行政自治の間で理解が深まらず、地

域課題の解決が進みにくくなっています。

信頼関係を築くために自治団体への支援を

強化すべきと考えますが、取組について質

問をさせていただきます。 

 まず１点目、新しく提案されております

町会・自治会へのアドバイザー派遣事業の

目的と外部人材について御説明ください。 

 ２つ目、行政運営の基盤となる市民及び

地域の自治団体との信頼関係をどのように

築いていくのか御説明ください。 

 ２つ目、教育福祉の充実から、日本一の

スポーツのまちについてお伺いしたいと思
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います。 

 全国大会などの大規模イベントを誘致す

るとあるが、現在も本市において開催され

ている全国大会やイベントが数多くありま

す。来年３月には、全国高等学校女子ソフ

トボール選抜大会が決定いたしております。

市としてどのような支援を行っていくのか

御説明ください。 

 もう１点、スポーツに親しめる環境を整

えるとありますが、令和４年第２回定例会

で、学校の部活動の地域移行について質問

いたしました。本市でも、実証事業から課

題が明確になり、スポーツ庁の考え方も３

年前から変化してきております。また、学

校の部活動は学習指導要領で学校教育の一

環と明記されていることも重要な問題です。

併せて、受入先の民間スポーツ団体の登録、

承認、確保、こういった課題、また生徒１

人当たり年間１万7581円の負担増と試算さ

れていることもあり、指導者の雇用や保険

加入の課題など、どのように解決していく

のか、見解をお聞かせください。 

 最後に、地域経済の活性化と雇用創出に

ついてお尋ねいたします。 

 １つ目、産業集積促進地域に土地がなけ

れば工場や倉庫等の誘致はできません。ベ

イエリアにその用地はあるのか、併せて、

木材コンビナートの貯木場の埋立事業の進

捗についても御説明ください。 

 ２つ目、岸和田旧港地区周辺の魅力づく

り構想、平成28年７月策定の計画において

は未活用地の有効活用を掲げていますが、

浪切ホール北西部とスポーツドーム跡地の

現状について御説明ください。 

 ３つ目、働く場所の拡充に向けたオフィ

スの新規立地助成による誘致の手法につい

て御説明ください。併せて、商業・業務ゾ

ーンの岸和田カンカンベイサイドモールの

現状についても御説明ください。 

 以上で１回目の質問を終わります。追加

の質問は自席にて行います。 

 まずは御清聴ありがとうございました。 

○烏野隆生議長 

 新内財務部長。 

○新内利彦財務部長 

 新行財政改革プランの今後の取組につい

て、まず昨年度、行財政改革プロジェク

ト・チームを設置いたしました理由と目的

に関して御答弁いたします。 

 令和５年３月に策定した岸和田市新行財

政改革プランは、本市が抱える構造的な課

題の解決を目指す取組で構成されており、

その具体的な実現方策は、プランの策定後

に所管部門を中心に検討を進めることと予

定しておりました。その後、検討状況等を

踏まえ、管理部門を含めた検討体制に移行

するに至り、プロジェクトチームを設置し

たところでございます。 

 メンバーは、所管部課長と調整の上、若

手・中堅職員の中から、プロジェクトチー

ムで検討する取組の業務上、関係する者を

中心に選考いたしました。 

 チームの活動状況につきましては、令和

６年度中に各チーム５回から19回までの会

議を開催いたしております。働き方改革や

人事・給与制度の再構築に関するチームで

は、チャレンジする職員を応援し、頑張っ

た職員が報われる人事・給与制度の構築へ

向けて、岸和田市人材育成基本方針の改定

案や人事・給与制度の再構築案について検

討し、また、公共施設の再編に関係する３

つのチームでは、各施設の再編個別計画の

方向性や内容について検討いたしました。 

 今後、プロジェクトチームにおける検討

の結果を基に部課長で協議、調整を図り、

着実に取組を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、佐野市長からの指示に関しまして
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御答弁いたします。 

 市長からは、安定した財政基盤の構築と

岸和田の輝かしい未来へ向けた投資の財源

確保のために、引き続き行財政の構造改革

の取組を進めるように、また、改革を進め

るに当たっては、市民全体の立場に立って、

市民と同じ目線で考えることに留意するよ

うにと御指示いただいております。 

 今後、岸和田市行財政改革プランに基づ

く改革がよりよいものとなるように、市長

の御指示の下、取組の内容や進め方につい

て検討を重ねてまいりたいと考えておりま

す。 

 続いて、行財政改革検討委員会からの提

言に関して御答弁いたします。 

 昨年３月に岸和田市行財政改革検討委員

会から提出いただいた提言書において、組

織の土台となる組織風土や職員の意識の変

革を図ること、また組織のガバナンス強化

に向けて、マネジメント層の意識改革や組

織のマネジメントの仕組みの再構築に取り

組むことが必要との御指摘を頂いておりま

す。組織を動かす原動力は人であり、政策

を推進する上でも改革を進める上でも、職

員の意識と仕事の仕方を変えることが何よ

り重要であります。また、職員全体の意識

改革を進める上では、まず、職員のリーダ

ーである部課長の意識改革に取り組むこと

が重要であると受け止めているところでご

ざいます。 

 このような認識の下、岸和田市新行財政

改革プランでは、全ての改革に優先して人

的資源の最適化を第一の取組として掲げて

おり、人材育成基本方針の改定や人事・給

与制度の抜本的な見直しに取り組み、職員

の意識改革と組織のマネジメント強化を進

めていきたいと考えてございます。 

 次に、岸和田市行財政改革検討委員会に

ついてですが、今年度は設置の予定はなく、

本年３月に委員会から御提出いただいた提

言書の内容を十分踏まえ、庁内で検討、調

整を進めてまいりたいと考えております。

また、行財政改革全体の進捗管理について

は、引き続き行財政改革課が所管いたしま

すので、責任を持って適切に対応してまい

ります。 

 また、御指摘のありましたように、改革

を進める上で、職員との間で認識を共有し、

共通の目的に向かって取り組むことが非常

に重要となっておりますので、職員との意

識の共有に向け、積極的に取り組んでまい

ります。 

○烏野隆生議長 

 谷口総務部長。 

○谷口英樹総務部長 

 市の職員に関することにつきまして、４

点御質問いただきましたので、御答弁申し

上げます。 

 まず初めに、職員の配置状況についてお

答えいたします。 

 令和７年４月１日現在で正規職員が、配

置定数から、本庁では29名、市民病院では

40名不足している状況です。欠員が生じて

いる部署につきましては、各部署の状況に

応じまして会計年度任用職員を補充するな

ど、対応を行っているところでございます。 

 次に、定年延長と役職定年の効果と課題

についてお答えいたします。 

 定年延長と役職定年は令和５年度より始

まった制度で、現在、役職定年を迎えた後

も継続して正規職員として、61歳の職員28

名が勤務しております。配属先につきまし

ては、過去に経験のある職場に配置されて

いるため、その職員の知識や経験が生かさ

れているものと考えておるところでござい

ます。 

 今後の課題といたしましては、定年年齢

が引き上げられるにつれ、60歳以降の職員
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の割合が高くなり、加えまして、フルタイ

ム勤務、短時間勤務の選択は職員本人の意

思に委ねられるため、職員の配置がより難

しくなっていくものと考えているところで

ございます。 

 続きまして、人材育成基本方針の改定に

つきましては、令和７年度中の改定に向け、

作業を進めているところでございます。昨

年実施いたしました職員意識調査や職員ミ

ーティングの結果を踏まえ、求められる組

織像、職員像の整理や行動指針の設定を行

っているところで、今後、人材の確保や育

成に関することにつきましても検討してい

きたいと考えております。 

 最後に、管理職のマネジメント向上やハ

ラスメント対策の取組につきましては、管

理職の研修といたしまして、例年、新任課

長を対象にマネジメント研修とハラスメン

ト防止研修を実施しております。また、昨

年度はマネジメントの基本研修のほか、若

手職員への指導の仕方や、部下のやる気を

引き出すための言葉の使い方を学ぶ研修も

実施いたしました。 

○烏野隆生議長 

 生嶋市民健康部長。 

○生嶋雅美市民健康部長 

 町会・自治会活動の支援についてお答え

いたします。 

 町会・自治会は、まちづくり活動の入り

口や受皿として、これまで大きな役割を担

ってまいりました。しかし、住民の生活様

式やニーズが大きく変化する中で、現在は

担い手不足や加入率低下といった様々な課

題が表面化しております。 

 今年度計画している新たな取組では、町

会等の活動が今後も持続可能なものとなる

よう、町会等が抱える課題の解決を支援し

ていく予定です。具体的には、モデルケー

スとして定めた１つの町会と意見交換など

を行いながら、組織体制や活動内容の改善

を進めるものでございます。 

 改善内容の検討に当たっては、外部有識

者からのアドバイスも適宜お聞きしながら

進めたいと考えております。アドバイザー

には、まちづくり関連のＮＰＯや大学教授

などを想定しております。 

 なお、今年度、市が改善の支援を行うの

はモデルケースとして定めた１つの町会と

なりますが、改善内容や取組で得たノウハ

ウを他の町会等へ波及させていくことが重

要と考えております。次年度以降は、他の

町会等へ波及させる取組も行っていく予定

でございます。 

○烏野隆生議長 

 西川総合政策部長。 

○西川正宏総合政策部長 

 市民との信頼関係の構築についてでござ

いますが、まず、市長公約にも掲げており

ますとおり、各小学校区において、今年の

５月末からタウンミーティングを実施して

おります。 

 次に、市長は、就任以来、可能な限り地

域活動団体の会合等へ出席もしており、地

域活動の趣旨を深く理解し、地域住民との

信頼関係を構築するよう努めております。

また、市民が参加する式典や各種イベント

などにも積極的に足を運び、日々市民と直

接触れ合う機会を設けているほか、定期的

に市役所の各部署を回るなど、市職員との

コミュニケーションを大切にしております。 

○烏野隆生議長 

 池内生涯学習部長。 

○池内正彰生涯学習部長 

 教育福祉の充実の御質問につきまして、

生涯学習部より御答弁させていただきます。 

 スポーツ競技における全国大会などの開

催、誘致につきましては、大会の会場とな

ります社会体育施設の整備を岸和田市立社
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会体育施設再編基本方針に基づきます施設

の再編と並行いたしまして進めてまいりま

す。お示しのソフトボールの全国高校選抜

女子大会に向けては、競技を安全に実施で

きるよう、浜工業公園球技広場のマウンド

部分を削り、平たん化するなどの対応を図

ったところでございます。 

 次に、部活動の地域移行の取組につきま

しては、令和５年度から始まった国の実証

事業を通じまして、いち早く同年度から取

組を進めてきたところでございます。 

 これまでの取組を踏まえて見えてきた課

題といたしまして、議員御指摘の生徒、保

護者の会費負担でありますとか指導者の確

保等がございますので、今後、岸和田市ス

ポーツ協会でありますとか地域のスポーツ

クラブ等のスポーツ関係団体をはじめ、学

校関係者や関係各課との協議の場を設けま

して、これまでの実証事業で浮き彫りとな

った課題の解決など、国や府の動向と軌を

一にした取組を進めてまいりたいというふ

うに思っております。 

 また、これらの事業を推進する上での財

源の確保につきましては、引き続き国や府

に要望してまいります。 

○烏野隆生議長 

 船橋魅力創造部長。 

○船橋恵子魅力創造部長 

 地域経済の活性化と雇用創出について３

点御質問を頂きましたので、魅力創造部か

ら御答弁申し上げます。 

 現在、本市の臨海部におきましては、工

場等の誘致に必要な産業用地は十分ではな

く、枯渇している状態で、これは大阪ベイ

エリア全体に言える状況でございます。そ

こで、遊休水面となっている木材コンビナ

ート貯木場を埋め立て、新たな産業用地を

創出しようと大阪府に積極的に働きかけを

行ってまいりました。昨年度から、大阪府

において、埋立ての検討に係る予備調査と

して、環境影響評価、アセスメント調査に

着手しており、今年度はさらに埋立て規模

を決めるための測量、土質調査、予備設計

調査等に着手すべく、２億6600万円が予算

化されているということでございます。ま

た、埋立ての前提となる阪南港港湾計画を

変更し、埋立てを法定計画に位置づけする

作業にも着手すると聞いてございまして、

正式な事業化決定には至っていないものの、

着実に進捗しているものと認識してござい

ます。 

 次に、岸和田旧港地区の未活用地の状況

でございますが、アクアパーク横の旧スポ

ーツドーム跡地につきましては、土地所有

者である大阪府が昨年度末にかけて、売却

に向けてプロポーザル方式による公募を実

施した結果、最低売却価格４億8600万円余

りに対しまして６億600万円での提案があり、

岸和田市内のクレーンリース業者に売却、

土地活用を図ることとなってございます。 

 また、浪切ホール北西部の、現在、岸和

田カンカンベイサイドモール平面駐車場と

して利用されている用地につきましては、

岸和田カンカンベイサイドモールや民間の

事業者が所有する民有地であり、本市とし

て、魅力づくり構想の区域内にあるとはい

え、有効活用に向けて促すことが難しい状

況でございます。 

 続きまして、オフィス誘致に係る企業立

地につきまして、施策内容については他の

議員からの御質問でお答えしたとおりでご

ざいますが、狙いとしましては、雇用機会

の拡充を図りつつ、特に若い世代の方たち

が希望する業種、企業、働く環境を市内に

生み出すことを目指してまいります。同時

に、対象地域を限定することで、駅周辺の

中心市街地周辺に集約誘導することで、商

店街の活性化や、空き家、空き店舗の活用、



- 43 - 

旧港地区の振興などに寄与することも目指

してございます。 

 旧港地区の岸和田カンカンベイサイドモ

ールにつきましては、先日新たに大型店舗

が進出、開店し、新規の来訪者が増加して

いる模様でございます。今後も、必要な改

修や店舗入替え、リニューアルなども検討

していただいているようで、本市といたし

ましても、岸和田カンカンベイサイドモー

ルの管理運営者と地域のまちづくりについ

て、魅力づくり構想などの実現を目指し、

定期的に協議、調整を図ってまいりたいと

考えてございます。 

○烏野隆生議長 

 京西議員。 

○21番 京西且哲議員 

 幾つか再質問をさせていただいて確認し

たいと思います。 

 まず、１点目の行財政の構造改革につい

てお尋ねいたします。 

 質問の通告をさせていただいた中で、部

長ともいろんな話をさせていただきました。

その中で、昨年、そのプロジェクトチーム

を６つ立ち上げていろんな検討をしてまい

ったが、部課長というか、上に上げられる

提案ができたのが１件しかなかったという

話もありました。そういったことも踏まえ

てお尋ねします。 

 今年度も、そのプロジェクトチームによ

る検討作業を続けていくということである

と思いますが、そのメンバー構成や、検討

期限を設けるのか御説明いただきたいと思

います。 

 次に、人的資源の最適化の方針と取組に

ついて再質問いたします。 

 定数不足が、本庁で29名、病院では40名

という答弁がありました。本庁では、早期

退職者の増加、採用内定後の辞退者の増加

という説明も受けております。また、病院

においては医療専門職が不足しており、医

療体制の確保が厳しい状況が続いていると

いうこともお伺いいたしております。その

補充については会計年度任用職員等で行っ

ているという状況であるように思います。 

 職員の不足の理由として、私は以前から、

それぞれ職場においてのハラスメントの問

題があるとして、昨年の総括質問において

は、大阪府の職員アンケートを参考に説明

させていただきました。大阪府のアンケー

トでは、5.8％の職員がハラスメントを受け

ているという調査結果でありました。それ

に基づいて、本市においても、全職員に対

してアンケートの実施と、共通認識を醸成

するための研修会をぜひ開いてほしいとい

うことを求めておりましたが、答弁は、ア

ンケートの実施の検討、研修については、

病院や消防など外部庁舎の職員が受講しや

すいｅラーニング方式による予算を検討し

ておるということでございました。現在の

取組について御説明ください。 

 次に、岸和田をよくするための４本柱の

うちの３つについてお尋ねいたします。 

 市政の正常化と信頼回復についてお尋ね

いたします。 

 市政の正常化と信頼回復は、庁内全職員

が担う大きな課題であります。消防署、市

民病院、環境事務所等の外部庁舎を含めて、

日々の業務において、市民との信頼を築く

努力をしなければならないと思っておりま

す。市長就任から２か月半を経過し、各団

体の総会も一段落した後は、市長と市民及

び各団体との交流時間を増やすために、出

席された会合において十分な時間を取って

いくべきと思っております。そのためには、

特別職である副市長及び教育長を含めた全

体でのスケジュール管理、調整が必要と考

えますが、今後の対応について御見解をお

聞かせください。 
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 次に、日本一のスポーツのまち岸和田に

ついてお尋ねいたします。 

 令和４年第１回定例会で、スポーツ大会

やイベントを収益事業と捉え、大会誘致や、

子供たちとトップアスリートが交流できる

いろんなイベントを誘致すべきという提案

をさせていただきました。 

 先ほどの質問の答弁の中にありましたよ

うに、先日の土曜日にはみんなでチャレン

ジアカデミーという行事が初めて開催され

ました。この中において、バレーボールの

オリンピック選手でありました大友愛さん

と大山加奈さんが子供たちと触れ合いまし

た。私もスタンドから見学させていただき

ました。 

 特に、米田議員が過去、バレーボール選

手であったようであって、子供よりも一番

楽しくプレーされている、市長もされてい

ましたので、ああいう状況を見ると、やは

り楽しいし、子供たち、親子で来ています

が、そういうトップ選手の前へ行くと、み

んなやっぱり素直になるんですよね。米田

さんもふだんはうるさいですけど、割と素

直にバレーボールを楽しんでおった姿を見

ましたので、ぜひこういう形の大会も今後

増やしていっていただきたいと思います。 

 それと毎回、毎年ですね、岸和田市で大

会を開催していただいておる、これもトッ

プアスリートの交流のイベントがあります。

全国の小学生リードクライミング競技会と

いうのが、毎年岸和田カンカンベイサイド

モールのクライミング場で実施されており

ます。今年は11月２日、３日に大会がある

という告知がされておりまして、午後には、

オリンピック選手でありました野口啓代選

手、森秋彩選手、関川愛音選手が来られる

という告知になっておりますので、こうい

った機会に、新たにスポーツを始める方、

あるいは父兄も含めて、また、米田さんも

参加していただいて盛り上げていただけた

らと思っております。 

 こんな形で、岸和田市においては、競輪

場でも、西日本の学生選手権であったりと

か、全国高等学校総合体育大会の近畿ブロ

ック大会であったりとか大阪府民スポーツ

大会等々が開かれております。これがなか

なか市民にもＰＲされておりませんし、市

全体としてこのサポートをしていくべきと

いうふうに私は思っております。 

 そのためには、それぞれの大会にどれぐ

らいの関係者が岸和田市に来られているの

か、あるいは観客がどれぐらい来場されて

いるのか、あるいは関係者の宿泊や食事、

交通手段など、どのような形で岸和田を訪

れられておるのか、この辺の情報をしっか

りとつかんだ上で市がサポートしていく。

こういうことをしっかりやらないと、岸和

田市で大会を開いても、あんな不便なとこ

ろで大会が開けるかいというようなことに

なれば、市長が掲げる、この日本一のスポ

ーツのまち岸和田の実現はできませんし、

まずはやっぱり岸和田というまちのイメー

ジを上げるためのスポーツやと思っていま

すので、ぜひそういった意味で、そういう

情報を総合的に管理するチームが必要と考

えますけども、この点の考え方について御

見解を聞かせていただきたいと思います。 

 ３つ目ですが、地域経済の活性化と雇用

創出について再質問いたします。 

 新規提案のオフィス誘致補助金について

は、駅周辺の対象エリアを設定するとのこ

とです。 

 改めて聞きますが、このエリア内に誘致

できる物件がなければ実現することはあり

ません。市が所有している物件や、市が交

渉窓口とならなければ成立しない物件など

があるのかどうか、こういった物件の調査

はされておるのか、できておるのか、御説
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明いただきたいと思います。 

 以上が再質問です。よろしくお願いしま

す。 

○烏野隆生議長 

 新内財務部長。 

○新内利彦財務部長 

 新行財政改革プランの今後の取組につい

て御答弁いたします。 

 今年度もプロジェクトチームを設置し、

人的資源の最適化や公共施設の機能と量の

最適化の取組を中心に調査検討を進めてま

いりたいと考えております。 

 プロジェクトチームのメンバーは、昨年

と同様、各取組の所管課と管理部門の若

手・中堅職員で構成し、各チーム５名程度

の体制を考えております。また、人事異動

の兼ね合いもあるため、任期は今年度末ま

でとすることを予定しております。 

 各チームが検討する取組の内容によって

検討の進め方や部課長への提案の仕方は変

わりますが、人的資源の最適化に関するチ

ームでは、外部有識者で構成する岸和田市

人事給与制度調査審議会の開催に合わせて、

少なくとも今年度中に４回以上、部課長へ

案を提示することを予定しております。 

 また、公共施設の機能と量の最適化に関

係するチームでは、個別施設計画の策定ス

ケジュールに合わせてプロジェクトチーム

の案を取りまとめ、今年度中に少なくとも

１回以上、部課長に提案を行うことを予定

しております。 

○烏野隆生議長 

 谷口総務部長。 

○谷口英樹総務部長 

 ハラスメント対策についての取組につい

てお答えいたします。 

 ｅラーニング方式によるハラスメントに

関する研修につきましては、現在、研修素

材としての動画の選定を終え、どのような

媒体を用いて職員に視聴していただくかを

調整しているところでございます。 

 職員へのハラスメントに関する意識、実

態を調査するアンケートにつきましては、

ｅラーニング方式の受講に合わせて行う予

定をしております。 

 また、市民病院では、10月に外部講師を

招き、担当長級以上の職員を対象に、ハラ

スメントを正しく理解する研修を実施する

予定をしております。 

○烏野隆生議長 

 西川総合政策部長。 

○西川正宏総合政策部長 

 議員御指摘のスケジュール調整につきま

しては、今後、市長と相談の上、進めてま

いります。 

○烏野隆生議長 

 池内生涯学習部長。 

○池内正彰生涯学習部長 

 市に大会を誘致するための組織体制につ

いてでございますけれども、今後は、スポ

ーツ団体と連携いたしまして積極的な広報

活動を行いますとともに、観光や産業の関

係者とも連携いたしまして、地域の魅力発

信や地域経済の活性化など、大会を盛り上

げる方策につきまして、先進事例なども参

考に検討してまいります。 

○烏野隆生議長 

 船橋魅力創造部長。 

○船橋恵子魅力創造部長 

 地域経済の活性化と雇用創出についての

再質問について御答弁申し上げます。 

 オフィス誘致支援策を立案、検討するに

際しまして、対象地域をはじめ、市内の空

きテナントの状況について、インターネッ

ト等から情報を収集し、物件の有無や賃貸

条件などをある程度把握してございます。

また、対象地域内には民間オフィスが入居

できるような市の所有する施設はございま
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せんが、商店街組合や岸和田商工会議所な

どの関係機関におつなぎし、物件探しに御

協力できることもあるかと考えてございま

す。 

 一般に広く公開されていない物件の情報

等もあるかと思いますので、最終的には不

動産事業者との仲介により、具体的に開設

場所が決定することとなるものと考えます

が、本市としましても、具体的に誘致場所

を御案内できるよう、極力把握するよう努

めてまいりたいと考えてございます。 

○烏野隆生議長 

 京西議員。 

○21番 京西且哲議員 

 もう３回目の発言ですので、私、会派か

らそれぞれの意見を申し上げまして、質問

を終わりたいと思います。 

 まず、１点目の行財政の構造改革につい

て申し上げます。 

 若手・中堅職員のプロジェクトチームが

昨年度は１件しか成案に至らなかったとい

うことは、管理職の指導力に問題があると

考えております。プロジェクトチームを１

年間延長するなら解決案、提案を提示する

のが使命であり、職員の研修の場ではない

ということをぜひ御認識いただきたいと思

います。 

 次に、財政基盤が脆弱な理由として、府

内他市との比較で職員が非常に多く、経常

収支を圧迫している。その主たる要因が、

保育所、幼稚園、高等学校等の職員や技能

労務職員が多いことと行財政改革検討委員

会から指摘を受けております。しかし、そ

れぞれの所管課は、人員が足りない、職員

が不足しておるということをやはり強く主

張されます。それぞれの担当部課、部署に

おいてそれぞれの正義があるというのは十

分分かります。しかし、これを主張するだ

けで解決策を生み出さないということは何

の解決にも至らないということを改めて認

識していただきたいと思います。やはり、

バランスのいい職員配置、バランスのいい

定数管理も含めて、そうしなければ財政の

脆弱化は解決できないということを改めて

認識していただきたいと思います。 

 結局のところ、部長、課長のそれぞれの

正義を何となく認めて、市長、副市長、教

育長が善良な理解者となって現状を続けて

おるというのが岸和田市の市役所の風土と

いうことを指摘されておりますし、我々会

派もそのように感じておるところでありま

す。信頼回復のためには、全庁職員で岸和

田市役所の風土を変えていただきたい。可

能なのは、市長が新しく就任されたこの１

年しかないと思っておりますので、ぜひよ

ろしくお願いいたします。 

 次に、日本一のスポーツのまち岸和田に

ついて意見を申し上げます。市長公約であ

る日本一のスポーツまち岸和田を実現する

には、総合的な戦略を持った窓口を設置す

ることであるということを提案させていた

だきます。また、費用支援については、参

考事例でありますが、隣の忠岡町のこども

チャレンジ支援、泉佐野市の塾代等助成事

業、少し離れますが、吹田市の子供の習い

事費用助成事業など、スポーツだけではな

くて、文化活動についても支援されている

事例等もあります。岸和田市ではどういう

形で、子供たちがスポーツであるとか好き

な活動を続けるための支援をどのようにし

ていくかというのは、ぜひこの機会に考え

ていただいて、岸和田市独自の、市長がス

ポーツと言うのであれば、スポーツをする

子供たち、スポーツをする市民に対して厚

い施策を打っていただきますように、併せ

てよろしくお願いいたします。 

 最後に、地域経済の活性化と雇用創出に

ついて意見を申し上げます。 
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 オフィス誘致は、積極的な市長、副市長

のトップセールスにかかっていると我々は

考えております。例えば、企業や団体が市

長を表敬訪問され、様々な面談をされるこ

とがたくさんあると思います。ぜひその機

会に市長から、あるいは副市長から、岸和

田市へのオフィスの進出、営業所の設置、

これを直接お願いしていただきたい。こう

いうメッセージをいろんな場所で市長、副

市長がトップセールスをかけるということ

が、１件でも２件でも岸和田市へのオフィ

スの進出、営業所の設置等につながると、

このように思っておりますので、ぜひよろ

しくお願いします。 

 今回提案されております助成制度につい

ては、聞くところによりますと、案件が３

件分の助成金の予算であると聞いています。

３件です。新しいオフィスを３件誘致する

ということでございます。市長、副市長、

ぜひ１件ずつ誘致を実現されますようによ

ろしくお願いいたします。 

 これがですね、成功事例として実現すれ

ば、岸和田というまちが楽しいまちで、働

く若者たちもいい人材がいて、市もバック

アップするまちということになれば、３件

をスタートにして、新しい企業誘致、ある

いはオフィス誘致が続いてくるものと確信

しておりますので、ぜひこの１年、しっか

りと掲げた施策を前に進めるようによろし

くお願いいたしまして、私の質問といたし

ます。ありがとうございました。 

○烏野隆生議長 

 次に、岩﨑議員。 

   （19番 岩﨑雅秋議員登壇） 

○19番 岩﨑雅秋議員 

 議長より発言のお許しを頂きましたので、

市長の施政方針について、公明党を代表い

たしまして総括質問をさせていただきます。 

 市長及び理事者の皆様には御答弁をよろ

しくお願い申し上げます。議員の皆様には、

しばらくの間御清聴賜りますよう、よろし

くお願いいたします。 

 それでは、佐野新市長の岸和田をよくす

るための４本柱と岸和田の未来投資戦略に

ついて、通告に従いまして、順次質問させ

ていただきます。 

 まず、岸和田をよくするための４本柱の

１番目として、市政の正常化と信頼回復が

挙げられていますが、その中の１つ目とし

て、市長倫理条例について、選挙権を有す

る市民は、市長が政治倫理基準に違反する

行為を行った疑いがあると認めるときは、

所定の手続により、政治倫理の審査請求が

できることとしたとありますが、その所定

の手続の内容をお伺いします。また、岸和

田市長政治倫理審査会の委員の上限は３人

とありますが、その構成メンバーは外部有

識者だけの構成なのでしょうか、お答えく

ださい。 

 ２つ目として、タウンミーティングにつ

いて、市長は施政方針の中で、市民からの

信頼回復のためには行政の透明性を高める

ことが重要。そこで、地域住民と行政が直

接対話することで地域課題を共有し、住民

の意見を反映したまちづくりを推進するた

め、各小学校区でタウンミーティングを開

催し、市民の声に真摯に耳を傾け、市民が

直面している課題に素早く取り組むことで、

市民の皆様に寄り添った市政運営、市民と

の対話と共創を実現してまいりたいとあり

ますが、24校区をいつまでに１周する考え

なのか、また内容はどのような手法なのか

をお答えください。 

 次に、４本柱の２番目として教育福祉の

充実が挙げられています。その１つ目とし

て、子育て世帯訪問支援事業について質問

します。 

 この事業の目的、対象者、事業内容と利
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用者負担額をまずお答えください。 

 ２つ目として、幼稚園の閉園基準につい

て質問します。 

 施政方針では、市立幼稚園の小規模化が

想定以上に進んでいることから、一定の集

団規模の下で教育の実が上げられるよう、

幼稚園単独での閉園基準などの検討を進め

てまいりますと言われましたが、教育委員

会の附属機関として、市立幼稚園の小規模

化の解消のために必要な事項について調査、

審議させるため、岸和田市立幼稚園閉園基

準等検討審議会を設置すると聞いています

が、いつからこの審議会をスタートさせる

つもりなのか。また、構成メンバーと開催

予定回数、そして今後のスケジュールはど

のように考えているのでしょうか、お答え

ください。 

 ３つ目として、施政方針で児童生徒数の

減少が進んでおり、学校の小規模化による

教育課題がますます大きくなっています。

今後、とりわけ子育て世代を中心に、市民

の皆様と、この問題を共有し、話合いを進

めることで、良好な教育の提供のために必

要な再編が進められるよう、現在の岸和田

市立小・中学校適正規模及び適正配置実施

計画（第１期）（案）の取扱いを検討する

とありますが、学校の適正化の取組に関す

る現状と今後についてお答えください。 

 ４つ目として、日本一のスポーツのまち

岸和田について伺います。 

 市長は、運動、スポーツは、市民が健康

で豊かな人生を送るために欠かせないもの

であり、子供から大人まで全世代の市民の

健康づくりとしてのスポーツ振興を進める

と語られましたが、どのように進めるので

しょうか、お答えください。 

 続いて、４本柱の３番目として、市長は、

地域経済の活性化と雇用創出を挙げられて

います。そこで、泉州山手線についてお伺

いします。 

 今般示された施政方針には、本市の地域

経済の活性化に資するために重要だと考え

る取組の中で、泉州山手線の整備促進と山

直東地区のまちづくりの推進が挙げられて

おります。泉州山手線については、泉州地

域をまたぐ広域の幹線道路として、本市の

防災面の向上に大きく寄与する重要な路線

であるとともに、本市の海手と山手のちょ

うど中間に位置することからも、本市全体

の経済活動の発展に欠かせない大変重要な

路線であり、市民からも強く整備が望まれ

ているところであります。 

 さきの総括質問にもございましたが、地

域の活性化に向けては、やはり骨格となる

幹線道路の整備が最も重要であると考えま

す。また、道路の整備に合わせて沿道のま

ちづくりを計画的に進め、企業の誘致、地

域雇用の創出、まちの発展につなげていく

必要があると考えます。 

 そこで、まちづくり推進部にお聞きしま

す。既に道路整備やまちづくりが進んだゆ

めみヶ丘岸和田における雇用創出の状況に

ついてお聞かせください。 

 また、今後、事業の推進が予定される泉

州山手線と沿道のまちづくりについて、ま

ちづくりの方針と今後の予定について御説

明ください。 

 次に、４本柱の４番目の防災・安全なま

ちづくりに関連して、道路の整備について、

建設部にお伺いします。 

 今質問した泉州山手線については、大阪

府や泉州地域３市１町が連携した広域的な

取組でありますが、これと並行して、本市

における道路整備としても、田治米畑町線

のほか、既設道路の改良工事などが順次進

められております。地域経済の活性化、ま

ちの発展の鍵は道路整備であると考えます

し、現に和泉市では積極的に整備が進めら
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れたことで発展していると感じます。 

 そこで、道路整備により、渋滞の緩和や

歩行者の安全確保のほか、様々な事業効果

が期待されると考えますが、まずは、現在

整備が進められている田治米畑町線につい

て、これまでの進捗状況と、防災・安全な

まちづくりに関連する整備効果について御

説明ください。 

 次に、（５）岸和田の未来投資戦略につ

いて、１つ目として、市役所新庁舎の建設

について質問します。 

 公用車駐車場を周辺民間駐車場で賃借す

るという説明を受けていますが、主に岸和

田駅上駐車場を想定していると聞いていま

す。しかしながら、岸和田駅の屋上が今後、

駐車場として使用できなくなるというよう

なことも市民から伺っていますが、遺漏な

く公用車駐車場を確保できるのか、どのよ

うに考えているのかをお答えください。 

 また、新庁舎の敷地となる福祉総合セン

ターへの岸和田駅東停車場線からの出入口

について、市役所が来ることにより、自動

車などの交通混雑が想定されますが、どの

ように考えているのでしょうか、見解をお

答えください。 

 未来投資戦略の２つ目として、誰もが人

権を尊重されて取り残されない岸和田につ

いて伺います。 

 施政方針では、路線バスの維持、確保や

再編、交通弱者の方々等への対応などとと

もに、ローズバスのルート変更も挙げられ

ています。ローズバスについては、平成31

年のルートの変更以降、乗客数が減少し、

市民の皆様からも多くの意見、要望が寄せ

られており、若干の変更はあったものの、

状況は改善しておらず、ローズバスを存続

させるためにも早急に対応することが望ま

れています。そのローズバスの変更につい

ては今年の秋とのことですが、その具体的

な内容をお示しください。 

 以上で壇上での質問を終わります。再質

問は自席にて行わせていただきます。御清

聴ありがとうございました。 

○烏野隆生議長 

 谷口総務部長。 

○谷口英樹総務部長 

 市長の政治倫理条例に関する御質問につ

いてお答えさせていただきます。 

 政治倫理審査請求につきましては、有権

者の50分の１以上の連署を必要としている

ところで、条例に規定する政治倫理基準に

違反する行為を行った疑いを証する資料を

添えて審査の請求ができることとしており

ます。 

 政治倫理審査会の委員につきましては、

審査内容に応じた外部有識者３名の選任を

想定しております。 

 次に、市役所新庁舎建設に関する御質問

についてお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、岸和田駅上の駐車

場の屋上部分の駐車枠については、駐車場

以外の用途に転用するとの情報を得ており

ます。この件につきまして、運営会社に状

況を確認させていただいたところですが、

屋上部分が使用できなくても、現時点では、

残りの駐車枠の中で、本市の予定している

公用車台数分の確保は可能であると判断し

ております。しかしながら、新庁舎への移

転までにはまだしばらく時間がかかり、状

況の変化も考えられるところです。引き続

き、公用車駐車場の確保については、岸和

田駅上駐車場以外も含めまして、遺漏のな

いよう対応してまいります。 

 続きまして、新庁舎敷地における岸和田

駅東停車場線からの出入口の件につきまし

ては、入り口、出口共に車両の通行幅を確

保しており、その幅は、歩道部分も含めま

すと、約19メートルになります。加えまし



- 50 - 

て、新庁舎における自動車の入出庫管理は

スムーズな誘導となるよう、現在のゲート

式によるものではなく、カメラ式管理シス

テムの導入などを検討しているところで、

現状の出入口でも対応は可能であると判断

しております。 

○烏野隆生議長 

 西川総合政策部長。 

○西川正宏総合政策部長 

 岸和田まちづくりタウンミーティングに

つきましては、第１回目を令和７年５月31

日に天神山校区で、第２回目を６月14日に

浜校区で開催いたしましたところ、多くの

方々にお集まりいただくことができました。

頂いた御意見につきましては、今後の市政

に反映させたいと考えておりますので、早

ければ８月末までに、遅くとも10月末まで

の完了を目指しておるところでございます。 

 また、内容につきましては、各校区とも

同じ３つの質問を御用意しておりますが、

１つ目が地域の問題点について、２つ目が

市政に関する要望について、３つ目が市民

サービス向上についてでございまして、そ

れぞれ御意見を伺った後に市長がお答えさ

せていただいております。 

○烏野隆生議長 

 津田子ども家庭応援部長。 

○津田伸一子ども家庭応援部長 

 子育て世帯訪問支援事業は国の補助事業

でございまして、家事や子育てなどにおい

て不安や負担を抱える子育て家庭や妊産婦、

ヤングケアラー等の御家庭を訪問支援員が

訪問し、家事支援や育児支援を行うととも

に、家庭が抱える不安や悩みを傾聴して、

必要があればほかの支援につなぐなど、養

育環境を整え、ひいては児童の虐待防止に

つなげることを目的としております。 

 国の実施要綱、またガイドラインにおき

ましては、対象者は要保護児童、要支援児

童のいる御家庭、特定妊婦のほか、ヤング

ケアラー等、市町村が本事業による支援が

必要と認める方となっております。 

 本事業につきまして、現在、家庭訪問に

より家事支援や育児支援を行っている事業

者等への委託による実施を考えておりまし

て、利用については、児童や保護者及び妊

婦から利用申請を受ける場合や、子ども家

庭課所属の職員や庁内関係部署、関係機関

などが継続的に相談支援を行っている方に

利用を勧める場合などを想定しております。 

 また、利用負担額でございますが、市民

税所得割課税額が７万7101円以上の世帯は

１時間当たり1500円、それ以外の世帯は自

己負担なしとすることで考えてございます。 

○烏野隆生議長 

 山田教育総務部長。 

○山田潤教育総務部長 

 幼稚園の閉園基準と、あと小中学校の適

正規模・適正配置につきまして御質問いた

だいております。 

 まず、幼稚園の閉園基準等につきまして、

審議会のメンバー及びスケジュールについ

て御質問いただきましたので、お答えいた

します。 

 まず、審議会の構成メンバーでございま

すが、有識者といたしまして、幼児教育に

造詣の深い大学の教員、これまで岸和田市

で行われてきた幼児教育に造詣の深い方、

地域活動に関わっておられる市民団体の方、

子育て世代である公募の市民など、５名程

度の構成を想定いたしております。審議回

数としては、全５回を予定いたしておりま

す。 

 スケジュールといたしましてですが、予

算について御議決いただければ速やかに準

備を始めまして、第１回会議というのは９

月末頃に開催いたしたいと考えております。

引き続き、令和７年度中に答申を頂きまし
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て、令和８年度中には教育委員会で、その

答申を基に閉園基準等の方針を決定した上

で、早ければ令和９年度から適用したいと

考えてございます。 

 続きまして、小中学校の適正規模・適正

配置で、現状の取組、今後の展開と御質問

いただいています。 

 現状、多くの小中学校で小規模化が進行

しておりまして、子供たちの教育活動の展

開に制約が生じるなどの課題が顕在化して

おる中で、私ども教育委員会といたしまし

ては、小中学校の適正規模・適正配置の基

本方針、それに基づきます実施計画案を基

に地域説明会、校区懇談会を開催して、市

民の皆様ですとか関係者の地域の方と意見

交換をしてまいりました。しかしながら、

地域の御賛同がなかなか得られず、膠着し

た状況の中で、当初想定しておりました児

童生徒数に変化が生じておりまして、適正

化を検討する対象校から外れる学校であっ

たり、逆に、さらに少子化が進み、影響を

受ける学校が生じる見込みとなったことか

ら、基本方針というのを維持しながら、実

施計画案の修正の必要の有無も含めまして、

今後の対応策を検討していくこととしてご

ざいます。 

 このため、昨年度、小規模化が著しい校

区、主に山滝校区なんですけども、山滝校

区において、町会ですとかＰＴＡの皆様と

意見交換を行ってまいりました。今年度も

引き続き協議を進めるとともに、市長が実

施されていますタウンミーティングとも連

携を図りながら、適正化の取組について着

実に進めてまいりたいと考えてございます。 

○烏野隆生議長 

 池内生涯学習部長。 

○池内正彰生涯学習部長 

 御質問いただきました市民の健康づくり

としてのスポーツ振興の取組につきまして、

生涯学習部より御答弁させていただきます。 

 市長が掲げます、子供から大人まで全世

代の市民の健康づくりに向けましては、岸

和田市スポーツ推進計画に基づきまして、

市民一人一人の多様なライフスタイルやラ

イフステージに応じた運動、スポーツの機

会の場の充実など、全世代の体力向上を図

ることを目指してまいります。 

 また、計画の進捗状況を計る指標といた

しまして、週１回以上、運動、スポーツを

実施する市民の割合を設定させていただき

まして、平成28年度に32.2％であった割合

を令和９年度に65％に向上させることを目

指してまいります。 

 さらに、具体的な取組といたしましては、

競技スポーツ大会でありますとか健康づく

り教室、ボッチャ等のニュースポーツの体

験会の開催などを行いまして、より多くの

市民が運動、スポーツに関心を持ち、楽し

むことができる環境を提供していきたいと

いうふうに考えてございます。 

○烏野隆生議長 

 奥野まちづくり推進部長。 

○奥野光好まちづくり推進部長 

 御質問のゆめみヶ丘岸和田における雇用

創出の状況と、泉州山手線と沿道のまちづ

くりの方針と今後の予定について、続けて

ローズバスの変更について御説明させてい

ただきます。 

 まず、ゆめみヶ丘岸和田における雇用創

出の状況でございますが、南側の業務エリ

アでは、現時点で全29区画のうち26区画で

操業が開始されており、1300人を超える

方々が働いておられます。堺市、泉大津市、

和泉市など、市外からの本社移転や拡張進

出が計15社ございまして、およそ130名から

150名程度の地元雇用の創出につながってお

ります。また、北側の生活利便エリアの商

業施設ＷＨＡＴＡＷＯＮ（ワタワン）など
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においても、地元集落にお住まいの方や隣

接する住宅エリアからの雇用創出にもつな

がっております。 

 次に、泉州山手線と沿道のまちづくりで

ございますが、泉州山手線の整備推進に当

たり、平成27年度に泉州山手線沿道のまち

づくりの方針策定に向けた検討に着手、ま

た、同年10月に、沿道の３市１町で構成さ

れる泉州山手線整備推進協議会を設立し、

整備促進に向けた大阪府への要望活動を開

始しております。 

 また、翌年の平成28年度には、沿道並び

に関係の深い６校区において、泉州山手線

沿道のまちづくりの方針について説明会を

実施した上で、同年12月に同方針の策定に

至っております。 

 この方針の概要につきましては、沿道の

状況と課題、事業の必要性などを再確認す

るとともに、市民の意識調査を踏まえた中

で、主に道路交通網の整備や雇用確保対策

に重点を置きつつ、１、山直北・城東地区、

２、光明地区、３、修斉地区へと順次道路

の整備を推進することにより、海から山ま

での本市全体の防災面の強化、雇用の創出

を図り、経済活動を活性化させることとし

ております。 

 なお、泉州山手線の延伸について、今後

の予定でございますが、これまでの本市に

おける取組状況を踏まえ、大阪府は10年程

度で岸和田中央線まで延伸する計画となっ

ており、本市といたしましては、まずは山

直東地区のまちづくりを早期に実現できる

よう、引き続き関係地権者の皆様をはじめ、

地元町会、水利組合の方々と協議、調整を

丁寧に継続してまいりたいと考えておりま

す。 

 続きまして、ローズバスの変更について

ですが、ローズバスを存続し、市民サービ

スを維持するためには、早急にローズバス

の変更が必要と考えております。具体的に

は、去る６月12日に開催された岸和田市地

域公共交通協議会で御要望の多かった両回

りや新たな商業施設への接続などを考慮し

たルート、ダイヤ案の御承認を頂きました

ので、今後、運輸局への正式な手続を開始

する予定となっております。 

 具体的な日程につきましては、これから

手続を開始することになりますので、あく

までも予定とはなりますが、令和７年10月

６日からとしたいと考えております。 

○烏野隆生議長 

 河畑建設部長。 

○河畑俊也建設部長 

 御質問の田治米畑町線の整備について御

説明いたします。 

 まず、田治米畑町線のこれまでの進捗状

況でございますが、現在、移転の対象とな

る物件の調査、道路の詳細設計、用地買収

や物件移転補償などを進めているところで、

令和６年度末での用地取得率は46％でござ

います。 

 また、工事につきましては、今年度より

周辺地域との協議、調整が進み、用地取得

が完了している地蔵講池の埋立て工事など

に着手する予定でございます。 

 次に、整備による事業効果でございます

が、本路線の本市中央部の未接合部が供用

されれば泉州山手線を含めた南北方向のア

クセスが向上するほか、東西方向への幹線

道路である岸和田港福田線などとの道路ネ

ットワークが構築され、沿道の周辺住宅地

の利便性向上のほか、常盤小学校や桜台中

学校への通学路の安全確保が期待できます。 

 また、本路線の整備、供用により、広域

避難場所、または自衛隊などの後方支援活

動拠点であるまなび中央公園や府営蜻蛉池

公園への救援物資の輸送なども円滑に行う

ことが可能となり、防災面においても整備
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効果が高く、防災・安全なまちづくりに大

きく寄与するものと考えてございます。 

○烏野隆生議長 

 岩﨑議員。 

○19番 岩﨑雅秋議員 

 それでは再質問させていただきます。 

 （１）の①市長倫理条例について、市長

にお伺いします。 

 今回、この条例が制定されるに当たり、

具体的にどのような影響や効果があるのか、

市長及び市民のそれぞれの観点からお答え

ください。 

 次に、（１）の②タウンミーティングに

ついて、これも市長にお伺いします。 

 今般、タウンミーティングを実施するに

至ったことについて、市長自身の思いをお

聞かせください。 

 次に、（２）の①子育て世帯訪問支援事

業について、今後の事業実施のスケジュー

ルをお聞かせください。また、予算の積算

において、対象人数をどのように割り出し

たのかをお答えください。 

 次に、②の幼稚園の閉園基準について質

問します。 

 審議スケジュール、メンバーをお聞かせ

いただきましたが、審議会から答申を受け、

その後、教育委員会として基準を決定する

前に、市民の声を聞く場はあるのでしょう

か。また、令和９年度から適用開始と説明

がありましたが、それは、令和９年度に入

り、すぐに閉園してしまうという園もある

ということでしょうか、お答えください。 

 ③の岸和田市立小・中学校適正規模及び

適正配置について、市長にお尋ねします。 

 施政方針において、教育委員会とともに

検討を進めるとありますが、そのお考えを

お聞かせください。 

 ④の日本一のスポーツのまち岸和田につ

いては、市長に具体的なビジョンをお伺い

します。 

 次に、（３）地域経済の活性化と雇用創

出の泉州山手線についてですが、海から山

まで、本市全体の経済活動を活性化させ、

防災面の強化、雇用創出、そしてまちの発

展につなげていくため、欠かすことのでき

ない重要な取組であるということは確認で

きましたが、次に、市長に再質問させてい

ただきます。 

 泉州山手線につきましては、市長が選挙

公約の柱の１つとして挙げられ、今般示さ

れた施政方針においても、泉州山手線の整

備並びに山直東地区のまちづくりを積極的

に推進すると記載されています。また、岸

和田をよくするための４本柱の防災・安全

なまちづくりにおいて、地域防災計画や道

路整備との関連、さらには岸和田の未来投

資戦略においても、駅周辺整備や路線バス

再編などの交通施策との関連でも記載され

ており、市長の強い思いがうかがえます。 

 そこで、佐野市長は就任されてから約２

か月が経過したところですが、この泉州山

手線沿線の産業団地の整備について、市長

として今後、将来に向けてどのように発展

させていくイメージなのか、目指す将来像

についてお聞かせください。 

 次に、（４）防災・安全なまちづくりの

道路の整備について、まずは田治米畑町線

について、事業の進捗状況や整備による効

果などを確認させていただきました。渋滞

の緩和、通学路の安全確保、防災面の向上

など、インフラの骨格となる道路整備によ

り様々な効果が期待できるため、今後も、

海から山まで市内全域を眺めつつ、計画的

に整備を推進していただきたいと思います。 

 そこで、建設部に再質問させていただき

ますが、今後の市内全域の道路整備の整備

方針について、現時点のお考えを御説明く

ださい。 
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 次に、（５）岸和田の未来投資戦略の①

市役所新庁舎の建設については、公用車の

駐車場、自動車などの交通混雑の考え方を

お答えいただきました。 

 では、市長にお伺いします。現庁舎の跡

地を含めた周辺の再整備についての考えを

お示しください。 

 ②のローズバスについては、令和７年10

月６日に変更を行う予定であるとの御答弁

を頂きました。しかし、ローズバスを存続

させるためには、変更後に、今以上に市民

の皆様に御利用いただくことが重要と考え

ます。そこで、変更内容をどのように決定

したのか、変更後にどのように利用促進を

図るのか、そして変更後はどのように検証

していくのかをお示しください。 

 以上で再質問を終わります。 

○烏野隆生議長 

 佐野市長。 

○佐野英利市長 

 議員より６問質問いただきましたので、

順番にお答えいたします。 

 まず、市長の倫理条例の効果についてで

ございますが、本条例があることで、私自

身がどのようなことに気をつけ、遵守しな

ければならないのかが明確になります。市

民の皆様も、岸和田市の代表としてふさわ

しい市長であるかどうかを見る１つの基準

ができるというふうに考えています。審査

会による調査が行われた場合、その結果が

公表されることになりますので、市長とし

て説明責任をきちんと果たす自覚を改めて

強く持つことになります。また、市民の皆

様にとっても透明性が担保されるものと考

えております。 

 いずれにせよ、そのようなことが決して

ないように、高い倫理感を持ち、市民の皆

様から信頼される市政の実現に取り組んで

まいりたいと考えております。 

 次に、タウンミーティングを実施するに

至ったことについて、市長自身の思いにつ

いてでございますが、これまでのところ、

天神山校区と浜校区にてタウンミーティン

グを実施いたしました。いずれも多くの市

民の方々にお集まりいただき、たくさんの

御意見をお伺いすることができました。改

めて、市民の皆様がタウンミーティングに

関心を強く持たれていることを実感したと

ころでございます。 

 私は、タウンミーティングは、市民との

信頼関係を構築する上で重要な役割を果た

すと考えております。また、市民の皆様の

御意見を丁寧に収集することは、今後実施

しようとしている施策と市民のニーズとの

隔たりを埋めるために非常に重要であると

認識しております。 

 今後とも、市民の皆様の声を直接聞く機

会を設けることで市政への理解を深めると

ともに、市民参加を促すことによって、よ

りよい岸和田のまちづくりの実現に努めて

まいりたいと考えております。 

 続きまして３つ目、施政方針において、

適正規模・適正配置についてどのように教

育委員会と検討を進めるかという質問につ

いてでございます。 

 学校の小規模化による教育課題が大きく

なっており、子供たちにとっての良好な教

育環境を提供するため、小中学校の適正規

模・適正配置を着実に進めていく必要があ

ると考えています。私は、直接市民の皆様

の御意見をお聞きし、市政に反映するため、

タウンミーティングを実施しますが、その

中で、幅広い年代、幅広い観点から頂いた

御意見を踏まえて、実施計画案の取扱いも

含め、所管する教育委員会とともに検討し、

事業を進めてまいります。 

 次に、日本一のスポーツのまち岸和田の

具体的なビジョンについての御質問です。 



- 55 - 

 本市を日本一のスポーツのまち岸和田と

して発展させることで、地域の活性化に取

り組んでいきたいと考えています。市民一

人一人が自分に合った運動、スポーツの習

慣を定着させることで、健康増進や体力向

上、さらには生活習慣病の予防や健康寿命

の延伸にもつながると考えております。ま

た、大きなスポーツイベントを積極的に開

催、誘致し、人や物を呼び込むとともに、

岸和田市の魅力を内外に発信してまいりま

す。 

 これらを通じて本市を日本一のスポーツ

のまちとすることで、活力に満ちた岸和田

市の実現につなげてまいりたいと考えてお

ります。 

 ５つ目は、泉州山手線に係る、目指す将

来像についての御質問です。 

 私は、市長選挙に立候補し、公約を取り

まとめる中で、岸和田をよくするための４

本の柱の第３の柱として、地域経済の活性

化と雇用創出を掲げました。私は、岸和田

市を大阪南部の経済拠点にしたいと考えて

おります。そして、地域経済の活性化に向

けては、道路をはじめとするインフラ整備

へ投資を行い、そして、地域と一緒に沿道

への企業誘致を進め、地元雇用の創出によ

り転出を抑制し、まちの発展につなげてい

くことが重要であると考えております。 

 泉州山手線の延伸により、交通ネットワ

ークの充実も図りつつ、地域の魅力を向上

させ、市民の皆様が安心して働き、暮らせ

るまちをつくってまいりたいというふうに

考えております。 

 岩﨑議員からも御説明いただきましたよ

うに、市内で整備すべき道路はたくさんご

ざいますが、第４の柱、防災・安全なまち

づくりを目指すためにも、泉州山手線は特

に重要な幹線道路であるというふうに認識

しており、本市にとっても、海手と山手の

両方の整備効果は期待できるというふうに

考えております。 

 私は、泉州山手線の延伸を岸和田市の飛

躍のチャンスと考えており、国、府、市の

関係議員の支援の下、令和７年５月26日に

国土交通大臣と、６月６日には、所管する

本省の局長とそれぞれ面会して市の道路等

の状況を説明するとともに、今後の予算等

への配慮を直接要望してまいりました。今

後も、機会を捉えて改めて要望するなど、

国や大阪府としっかり連携しながら、確実

に事業の推進をしていきたいと考えており

ます。 

 ６つ目の現庁舎の跡地の活用についてで

ございますが、昨年度に庁内に現庁舎跡地

活用検討会議を発足させ、関係課と検討を

始めたところであると聞いております。現

時点では、現庁舎跡地活用を検討するに当

たって、総合計画をはじめとする各課の所

管の計画やビジョン、また、関係する法令

や条例等を整理しているところというふう

に聞いております。今後、活用内容を具体

化するに当たり、ほかの自治体の先行的な

例なども参考にしながら、議員のおっしゃ

るように、地元の皆様をはじめ、幅広く市

民の声を聞いていく機会を持ちたいという

ふうに考えております。 

○烏野隆生議長 

 津田子ども家庭応援部長。 

○津田伸一子ども家庭応援部長 

 子育て世帯訪問支援事業につきましては、

上半期に実施要項の制定、事業の仕様書の

作成、委託事業者の募集と選定、委託先訪

問支援員への研修実施など、事業実施の準

備作業を行い、下半期からの事業開始を想

定しております。 

 また、予算の積算につきましては、要保

護・要支援児童等の家庭など、担当課や関

係機関が継続的に関わっている世帯で、本
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事業の活用により家庭環境が整い、子育て

の不安や負担が軽減されることが見込まれ

る世帯数を割り出しております。 

 予算審議がこのタイミングとなりました

ので、事業実施の準備が遅れている部分も

ございますが、なるべく早い段階で事業が

開始できるよう取り組んでまいります。 

○烏野隆生議長 

 山田教育総務部長。 

○山田潤教育総務部長 

 審議会の答申を受けまして、教育委員会

では基準等を決定していきたいとお答えし

ましたけども、その過程の中で市民には基

準等をお示ししまして、パブリックコメン

ト等を行った上で、広く意見をお聞きする

機会を設けていこうと考えております。 

 早ければ、令和９年度から適用を開始し

たいと考えてはおりますが、例えば、在園

児が著しく少なくなった状況が何年か続い

た段階で、その後に閉園するというような

場合も十分想定されますので、現時点では、

直ちに令和９年度から閉園するものではな

いと考えているところでございます。 

○烏野隆生議長 

 河畑建設部長。 

○河畑俊也建設部長 

 御質問の市内全域の道路整備の整備方針

について御説明いたします。 

 先ほど、進捗状況並びに整備効果につい

て御説明いたしました田治米畑町線の整備

につきましては、岸和田市交通まちづくり

アクションプランにおきまして、市内の幹

線道路のうち、整備推進路線に位置づけら

れており、最も優先順位が高いことから、

最優先で事業推進に取り組んでいるところ

でございます。 

 議員より御質問のあったとおり、海から

山まで非常に多くの道路がある中、建設部

といたしましては、道路が担う機能や役割

を踏まえ、現在事業中である道路の進捗状

況や財政状況などを勘案しながら、計画的

に整備を推進していくこととしております。 

 なお、毎年市民等から1500件を超える御

要望を頂いている既設道路の改良、補修な

どにつきましては、日常業務における維持

修繕作業はもとより、道路改良作業なども

併せて実施することにより、災害時におい

ての安心・安全な避難経路の確保にも貢献

できるよう取り組んでいるところでござい

ます。 

○烏野隆生議長 

 奥野まちづくり推進部長。 

○奥野光好まちづくり推進部長 

 御質問いただきましたローズバスの変更

内容については、市民の皆様への無作為抽

出によるアンケート調査や位置情報による

人流データ分析、地元町会等との意見交換

や連合町会への報告、さらに、バス事業者

や警察との下協議などを踏まえ、岸和田市

地域公共交通協議会での議論、承認を経て

決定しております。 

 利用促進につきましては、現段階で検討

中のものも含まれますが、沿線の商業施設

との協力や、乗り方教室、広報紙への特集

記事の掲載、市内バス無料デーの実施など

にも取り組みたいと考えております。 

 変更後の検証については当然必要と考え

ておりますので、まずは運行状況などを詳

細に把握、分析したいと考えております。 

○烏野隆生議長 

 岩﨑議員。 

○19番 岩﨑雅秋議員 

 では、要望を申し上げます。 

 市長倫理条例については、市長自らを律

し、市民からの信頼を勝ち取り、市民のた

めに尽力していただく並々ならぬ決意だと

理解しました。さらなる岸和田の発展をよ

ろしくお願いします。 
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 タウンミーティングについては、各小学

校区１回に終わらず、市民からの声を聞く

場を定例化していただくことを願います。 

 次に、子育て世帯訪問支援事業は、必要

な方が知らなかったということがないよう

に、また、着実に利用していただけること

を要望します。 

 幼稚園の閉園基準については、親御さん

等には、丁寧で納得する説明を要望します。 

 岸和田市立小・中学校適正規模及び適正

配置について、これも市長の答弁どおり、

市民との丁寧な話合いを要望します。 

 日本一のスポーツのまち岸和田と言うか

らには、市長の相当な覚悟が要ると考えま

す。おっしゃるとおり、目に見えて活力に

あふれた、また満ちた岸和田の実現につな

げていただきたいと思います。 

 次に、泉州山手線の早期延伸並びに沿道

の産業団地形成について、市長から、将来

に向けた強い思いを聞かせていただきまし

た。やはり、まちづくりの骨格となる道路

整備が最も重要であると考えます。防災面

の向上を含め、一日でも早い完成を期待し

ます。 

 並行して、沿道まちづくりを積極的、計

画的に推進することで、地元雇用の創出、

若手人材の転出抑制、既存集落の空き家対

策にもつながると考えます。まちの発展、

地域経済の活性化に向け、市長が常におっ

しゃっている市民との対話を大切にし、地

域の方々とともに、よりよいまちづくりに

取り組んでいただきたいと思います。 

 道路の整備について、市内全域の道路整

備の方針について答弁いただきました。道

路整備は、市民にとって様々な事業効果が

期待できます。海から山まで、市域全体の

防災面の向上に向けても、田治米畑町線を

はじめとする市内道路の整備に期待します。 

 市役所新庁舎の建設については、スムー

ズな移行と、現庁舎の跡地活用については、

市長の答弁のとおり、地元町会をはじめ、

全市的に市民からの意見を聞いて、周辺も

含めたグランドデザインを構築し、活用方

法を決めていただくことを要望します。 

 ローズバスのルート変更については、市

民ニーズに沿ったものであるので歓迎すべ

きことですが、変更に当たって影響を受け

る市民や、これまで見えてこなかった課題

も明らかになると思われます。大事なこと

は、常に状況を把握し、必要に応じて改善

していくという姿勢であると思いますので、

今後も積極的な取組を要望し、以上で総括

質問を終わります。 

○烏野隆生議長 

 この際、お諮りします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会し

たいと思います。これに御異議ありません

か。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 御異議なしと認めます。よって、本日は

延会することに決しました。 

 本日はこれにて延会します。 

   午後４時20分延会 


